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月
日

第
四
五
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
優
勝
(一
八
回
目
)。

苫
小
牧
沖
で
操
業
中
の
ソ
連
漁
船
「セ
ロ
グ
ロー
ス
カ
号」
が
緊
急
入
港、
負
傷
の
乗
組
員
を
市
立
総

合
病
院
に
収
容
。

苫
小
牧
市
夜
間
休
日
急
病
セン
タ
ー
が
祝
日
診
療
を
開
始。

相
武
吉
治
郎
名
誉
市
民
死
去
(市
葬
は三
月
四
日
に
行
う
)。

女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
の
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
(平
成三
年
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
)
が
発
足
。

錦
大
沼
総
合
公
園
開
設。

苫
小
牧
港
が
道
内
他
港
に
先
が
け
入
港
料
を
徴
収。

・
苫
小
牧
市
は
老
人
医
療
無
料
化
を
六
七
歳
か
ら
六
五
歳
に
引
き
下
げ
て
実
施
す
る
。

北
星
小
学
校
開
校
(市
内
一
六
番
目
)。

苫
小
牧
中
心
市
街
地
再
開
発
協
議
会
(太
田
俊
雄
会
長
)
が
発
足
。

錦
岡
鉄
北
東
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で、
と
き
わ
町、
澄
川
町
が
誕
生。

苫
小
牧
市
が
機
構
改
革
を
行
い、
開
発
部
を
新
設、
企
画
部
は
市
長
公
室
に
統
合
す
る
。

苫
小
牧
港
西
港
の
公
共
岸
壁
「勇
払
一
号
岸
壁
」
が
完
成
し
使
用
開
始
。

緑
ケ
丘
公
園
の
展
望
台
、
大
型
遊
具
施
設
完
成
。

北
海
道
相
互
銀
行
苫
小
牧
北
支
店
開
設
。

・
苫
小
牧
市
は
姉
妹
都
市
八
王
子
市
の
本
立
寺
(八
王
子
千
人
同
心
千
人
頭
原
家
の
墓
所)
に
「八
王

子
千
人
同
心
顕
彰
之
燈
」
一
対
を
寄
贈
。

北
大
苫
小
牧
地
方
演
習
林
の
「森
林
観
測
塔
と
森
林
資
料
館
」
が
完
成。

苫
小
牧
駅
前
駐
車
場
管
理
会
社
創
立。
昭
和
五
三
年
一
二
月
ト
マ
ッ
ク
に
委
譲
。

苫
小
牧
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館
。

駅
前
再
開
発
が
大
詰
め
を
迎
え
「渡
辺
待
合
」
な
ど
が
解
体。

苫
小
牧
市
の
人
口
が
一
四
万
人
を
超
え
る
。

錦
多
峰
取
水
場
と
同
浄
水
場
が
運
転
開
始。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

錦
岡
土
地
区
画
整
理
組
合
が
同
事
業
の
完
成
式
行
う
。

千
歳
信
用
組
合
山
手
支
店
開
店
。

一
条
銀
座
ア
ー
ケ
ー
ド
全
区
間
完
成、

ア
ー
ケ
ー
ド
ま
つ
り
を
開
催。

苫
小
牧
市
が
造
成
を
進
め
て
い
た
錦
岡
第二
地
区
住
宅
団
地
の
分
譲
開
始。

表
町、
王
子
町
が
住
居
表示
実
施。

・
苫
小
牧
駅
前
の
ダ
イ
エ
ー
を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
す
る
大
型
店
「サン
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
市
公
民
館
が
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る
。

苫
東
へ
の
企
業
進
出
第
一
号、
苫
東
厚
真
発
電
所
が
着
工
。

第
二
七
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会
で
苫
小
牧
工
業
高
が
通
算
七
度
目
の
優
勝。

全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
女
子
が二
年
ぶ
り三
度
目
の
優
勝。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「陽
明
園」
が
緑
星
の
里
に
開
園
す
る
。

苫
小
牧
港
と
ネー
ピ
ア
港
の
姉
妹
港
縁
組
が
成
立、
国
際
電
話
で
姉
妹
港
提
携
共
同
宣
言
に
調
印。

中
村
清
一
郎
(菱
中
興
業
相
談
役)
の
寄
付
で
苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
を
新
設
す
る
。

苫
小
牧
地
方
が
三
六
年
ぶ
り
の
ド
カ
雪
と
な
り、
積
雪
七
七
"
で
史
上
最
高
を
記
録。

苫
小
牧
港
東
港
作
業
船
だ
ま
り
完
成
。

民
間
委
託
を
取
り
消
し
直
営
の
苫
小
牧
市
第
二
学
校
給
食
共
同
調
理
場
開
設
。

明
倫
中
学
校
開
校、
市
内
一
一番
目
。

苫
小
牧
南
高
校
の
新
校
舎
(第
一
期
工
事)
が
完
成
し、
同
校
で
入
学
式
行
う
。

11
苫
小
牧
駅
前
交
通
広
場
オ
ー
プ
ン
。

樽
前
山
が二
三
年
ぶ
り
に
小
噴
火、
支
笏
湖
畔
に
降
灰。

苫
小
牧
市
は
噴
火
の
た
め、
樽
前
山
登
山
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
。

苫
小
牧
駅
前
駐
車
場
ビ
ル
が
オー
プ
ン
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
光
洋
支
店
が
開
店
(市
内
八
番
目
の
支
店
)。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
苫
小
牧
店
開
店
。

国
鉄
千
歳
線
・
室
蘭
本
線
の
電
化
工
事
起
工
式
を
沼
ノ
端
駅
構
内
で
行
う
。
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市
営
バ
ス
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
着
工
。

市
内
双
葉
町
に
苫
小
牧
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

市
内
の
自
動
車
登
録
台
数
(軽
自
動
車
を
含
む)
が
八
月
末
現
在
五
万
台
突
破。

苫
小
牧
保
健
セ
ン
タ
ー
に
併
設
の
夜
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
が
診
療
開
始。

錦
町
地
区
再
開
発
期
成
会
が
臨
時
総
会
を
開
き、
再
開
発
に
向
け
ス
タ
ー
ト
。

道
央
自
動
車
道
の
苫
小
牧
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
と
千
歳
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
開
通。

千
歳
空
港
の
南
方
移
動
に
伴
い
苫
小
牧
市
航
空
騒
音
対
策
協
議
会
が
発
足。

財
団
法
人
苫
小
牧
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
駅
前バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
設
(王
子
町
から
移
転
)。

苫
小
牧
港
西
港
東
防
波
堤
に
完
成
し
た
灯
台
が
運
用
開
始
。

苫
小
牧
駅
前
駐
車
場
ビ
ル
が
営
業
不
振
の
た
め
管
理
運
営
を
ト
マ
ッ
ク
へ
委
譲。

・
苫
小
牧
市
消
防
署
糸
井
出
張
所
が
業
務
開
始
。

市
消
防
署
糸
井
出
張
所
で
電
送
式
に
よ
る
戸
籍
謄
抄
本、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
の
発
行
開
始。

勇
払
下
水
道
処
理
場
完
成。

王
子
製
紙
と
日
本
パ
ルプ
工
業
が
合
併、
会
長
に三
嶋
日
パ
社
長、
社
長
に
田
中王
子
社
長
が
就
任
。

第
二
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
が
初
優
勝。

苫
小
牧
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会
が
発
足
。

北
海
道
石
油
共
同
備
蓄
株
式
会
社
設
立
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
ア
ド
ー
ネ
ス
園
が
開
園
。

札
幌
法
務
局
苫
小
牧
出
張
所
が
苫
小
牧
支
局
に
昇
格。

澄
川
小
学
校
開
校、
市
内
一七
番
目
。

統
一
地
方
選
の
道
議
選
苫
小
牧
市
部
で
宮
本
義
勝
(自
・
現
)、
橋
浪
蔵
(無
・
新
)
が
当
選。

市
内
樽
前
ガ
ロ
ー
地
区
が
苫
小
牧
市
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
。

苫
小
牧
医
師
会
付
属
高
等
看
護
学
院
開
院
。
(昭
和
四
五
年
四
月
准
看
護
学
院
開
院)

統
一
地
方
選
第
二
弾
で
苫
小
牧
市
長
に
大
泉
源
郎、
市
議三
六
名
が
当
選
。

会
社
経
営
再
建の
た
め
名
門
岩
倉
組
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
廃
部
と
決
定
。

苫
小
牧
市
立
総
合
病
院
内
に
虚
弱
児
の
院
内
学
級
開
設。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)

で

ご

道
内二
番
目
の
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
が
苫
小
牧
で
も
ス
タ
ー
ト
。

北
大
苫
小
牧
地
方
演
習
林
の
新
庁
舎
が
完
成
。

・
新
苫
小
牧
川
河
川
公
園
の
サ
クラ
並
木
造
成
工
事
完
了。

苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所
開
設
し
、
二
日
か
ら
業
務
開
始。

林
重
右
衛
門
墓
碑
が
有
形
文
化
財
と
し
て
市
指
定
文
化
財
と
な
る
。

苫
小
牧
市
高
丘
森
林
公
園
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
市
議
会
が
苫
東
開
発
第
二
段
階
計
画
を
賛
成
多
数
で
可
決。

史
上三
番
目
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
市
内
各
所
で
床
上
浸
水
し
(一〇

八
戸)、

列
車
も
不
通
と
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
が
苫
小
牧
初
上
陸
、
「セ
イ
コ
ー
い
け
だ」
開
店
。

苫
小
牧
港
建
設
顕
彰
碑
の
除
幕
式
行
い、
港
湾
建
設
功
績
者
表
彰
を
行
う
。

・
東
糸
井
(鉄
北)
地
区
に
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ、
豊
川
町、
桜
木
町、
し
ら
か
ば
町、
日
新
町
が

誕
生。
光
洋
町、
日
吉
町、
永
福
町、
小
糸
井
町
に
も
住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。

苫
小
牧
市
文
化
会
館
が
完
成、
開
館
式
と
名
誉
市
民
故
田
中
正
太
郎元
市
長
の
胸
像
除
幕
式
を
行
う
。

糸
井
シ
ー
ア
イ
タ
ウ
ン
簡
易
郵
便
局
開
局。

千
歳
信
用
組
合
錦
岡
支
店
オー
プ
ン
。

第
一
四
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
六
年
ぶ
り
四
度
目
の
優
勝。

錦
岡
樽
前
神
社
の
円
空
作
権
現
像
及
び
奉
納
品
七
点
が
市
指
定
文
化
財
と
な
る
。

錦
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(室
内
リ
ン
ク
)
オ
ー
プ
ン
。
(昭
和
五
五
年
五
月二
三
日
温
水プ
ー
ル
)

駒
大
苫
小
牧
高
が
全
国
高
校
選
手
権
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が三
冠
(全
道
・
全
国
・
国
体)、

女
子
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
が
総
合
優
勝。

第
三
五
回
国
体
冬
季
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
が
三
〇
年
ぶ
り
に
苫
小
牧
で
開
催。

市
内
樽
前
に
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
樽
前
慈
光
園
が
開
園。

第
四
八
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
一九
回
目
の
優
勝、
日
本
リ
ー
グ
と

併
せ
二
冠
を
達
成。
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1
岩
倉
組
が
不
良
資
産
の
清
算
会
社
と
な
り、
負
債
清
算
の
た
め
ホ
モ
ゲ
ン
工
場
を
分
離
し
て
西
港
臨
海

部
に
移
設、
新
会
社
岩
倉
組
木
材
を
設
立
す
る
(宮
腰
裕
吉
社
長
)。

苫
小
牧
市
公
害
防
止
セン
タ
ー
開
設。

・
北
海
道
立
苫
小
牧
地
方
環
境
監
視
セ
ン
タ
ー
が
苫
東
地
区
に
開
設。

苫
小
牧
市
の
人
口
が
一
五
万
人
と
な
る
。
一五
万
人
目
は
大
成
町
の
高
島
大
樹
ち
ゃ
ん
。

ネ
ー
ピ
ア
市
議
場
で
苫
小
牧
市
と
ネ
ー
ピ
ア
市
が
国
際
姉
妹
都
市
の
調
印
を
行
う
。

心
身
障
害
者
授
産
施
設
の
美
川々
福
祉
園
が
開
園
。

錦
町
地
区
再
開
発
事
業
の
第
一
弾
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
の
完
成
式
行
い、
翌
日
か
ら
営
業
開
始。

沼
ノ
端
拓
勇
樹
林
(三
・八
ル
)
を
市
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
。

国
鉄
千
歳
線、
室
蘭
本
線
の
電
化
が
開
業、
L
特
急
ラ
イ
ラ
ック
が
運
転
開
始。

市
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
完
成
ま
で
岩
倉
組
体
育
館
(ス
ケ
ー
ト
場)
に
助
成
金
を
支
出
し
て
存
続
を
決

め
る
。

苫
小
牧
港
東
港
に
第
一
船
「君
島
丸
」
(六
九
五
t)
入
港
し、
入
船
式
行
う
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
沼
ノ
端
支
店
開
店
(市
内
九
番
目
の
支
店)。

道
央
自
動
車
道
の
苫
小
牧
西
～
苫
小
牧
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
間
一
七・六

』
が
開
通
。

・
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
で
N
5
マシ
ン
(日
産
三
五
〇
t)
の
竣
工
式
行
な
う
。

北
電
苫
東
厚
真
発
電
所
一
号
機
(出
力
三
五
万
M)
が
運
転
開
始
。

苫
小
牧
郵
便
局
の
新
局
舎
が
開
局
。

苫
小
牧
地
域
医
療
協
議
会
が
発
足
。

北
海
道
銀
行
糸
井
支
店
開
店
。

市
教
育
委
員
会
は
部
長
人
事
を
め
ぐ
り
教
育
長
の
独
断
に
反
発
し
、
三人
の
教
育
委
員
が
辞
表
提
出
。

苫
小
牧
市
議
会
は
教
育
委
員
辞
表
問
題
を
重
く
み
て
市
教
委
正
常
化
特
別
委
員
会
を
設
置。

胆
振
支
庁
苫
小
牧
合
同
庁
舎
が
新
設
さ
れ、
苫
小
牧
税
務
事
務
所、
林
業
指
導
事
務
所
が
業
務
開
始。

第
四
九
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
で
王
子
製
紙
が
二
年
連
続
二
〇
回
目
の
優
勝。

苫
小
牧
市
議
会
は
臨
時
議
会
を
開
き、
第
二
段
階
計
画
で
あ
る
国
家
石
油
備
蓄、
北
電
苫
東
厚
真
発
電

所
二
号
機
の
建
設
を
賛
成
多
数
で
可
決。

午
後
一
時
五
八
分ご
ろ
震
度
四
の
地
震、

一一
年
ぶ
り
の
真
昼
の
地
震
と
な
る
。
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年
号

西
暦

月
日

・
第
三
〇
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
ス
ピ
ー
ド
女
子
で
四
年
連
覇

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
も
二
年
連
続
六
回
目
の
優
勝。

市
議
会
特
別
委
員
会
で
三
教
育
委
員
が
辞
表
を
撤
回、
市
長、
教
育
長
が
陳
謝
し
解
決。

樽
前
山
火
山
活
動
活
発
化
し、
観
測
史
上
最
高
の
一二
九
回
の
火
山
性
地
震
を
記
録。

・
苫
小
牧
東
部
石
油
備
蓄
(国
家
)
株
式
会
社
設
立
。

第
四
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
が
二
回
目
の
優
勝
。

苫
小
牧
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
会
社
(藤
田
隆
一
社
長)
設
立
。

苫
小
牧
港
の
港
章
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る
。

9
豊
川
小
学
校
開
校
。
市
内
一
八
番
目
。

豊
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

・
錦
町
の
一
・
六
ビ
ル
(ト
ピ
ア
地
上
五
階
地下
一
階)
着
工
、
地
鎮
祭
行
う
。

ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
が
オ
ー
プ
ン
。

二

旧
ホ
テ
ル
・
ビ
バ
リ
ー
ト
ム
を
全
面
改
装
し
た
ホ
テ
ル
・
イ
ー
ス
ト
ジ
ャパ
ン
が
オー
プ
ン
。

苫
小
牧
港
が
特
定
重
要
港
湾
に
指
定。

苫
小
牧
市
社
会
福
祉
会
館
が
旧
苫
小
牧
郵
便
局
舎
を
改
装
し
て
オ
ー
プ
ン
。

篠
田
弘
作
元
自
治
大
臣
に
苫
小
牧
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
。

第
五
二
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
王
子
製
紙
は
一回
戦
で三
菱
重
工
に
敗
れ
る
。

苫
小
牧
駅
舎、
駅
ビ
ル
の
起
工
式
行
う
。

国
道二
七
六
号
の
丸
山
自
転
車
歩
行
者
道
路
が
完
成。

苫
小
牧
駅
前
郵
便
局
が
苫
小
牧
郵
便
局
の
移
転
に
よ
り
廃
止
と
な
る
。

苫
小
牧
旭
町
郵
便
局
が
開
局
(苫
小
牧
郵
便
局
の
若
草
町
移
転
と
駅
前
郵
便
局
廃
止
に
伴
う
新
設)。

と

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

ご

昭
和
五
六
年

一九
八
一

9
・

9
.
9

.

9
.
7

7
.28

7
.13

7
.
4

5
.
2.

5
.
5

5 4 4 4 3 2 2

1 1

211914728134 221710- 276

6 26 231

4
.
8
・
2
・
7

駒
大
苫
小
牧
高
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
全
日
本
選
手
権
B
級
で
高
校
生
と
し
て
初
の
優
勝、
全
道、
全

国
、
国
体、
全
日
本
B
級
と
四
冠
を
制
す
。

い
す
ぐ
自
動
車
が
苫
東
基
地
進
出
を
公
式
に
表
明
す
る
。

き
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昭
和
五
六
年
|
一九
八
一

苫
東
の
国
家
石
油
備
蓄
が
起
工
式
行
う
。

・
苫
小
牧
信
用
金
庫
が
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。

苫
小
牧
市
の
新
庁
舎
着
工、
工
費
六
九
億三
、五
〇
〇
万
円、
地
下
一
階、
地
上
一
二
階
建
て、
延
床

面
積
二
三
、三
〇
一、m。

市
上
水
道
が
高
丘
水
系
と
錦
多
峰
水
系
の
相
互
融
通
幹
線
を
完
成
さ
せ
る
。

篠
田
弘
作
市
名
誉
市
民
が
急
性
肺
炎
の
た
め
東
京
で
死
去、

一一
月二
六
日
市
葬
行
う
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
澄
川
支
店
オ
ー
プ
ン
(市
内
一〇
番
目
の
支
店
)。

苫
小
牧
信
用
金
庫
桜
木
支
店
オ
ー
プ
ン
(市
内
一
一番
目
の
支
店
)。

岩
倉
組
木
材
ホ
モ
ゲ
ン
第
三
工
場
が
木
工
団
地
に
完
成。

第
一
六
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
、
王
子
製
紙
が
二
年
ぶ
り
五
度
目
の
優
勝
。

苫
小
牧
中
央
花
き
市
場
開
設。

火
山
活
動
の
活
発
化
に
よ
り
樽
前
山
の
登
山
が
禁
止
と
な
る
。

苫
小
牧
市
社
会
福
祉
基
金
が
待
望
の
一
億
円
に
達
す
る
。

苫
小
牧
市
は
年
末
年
始
の
休
日
を三
一
日
～
五
日
ま
で
(旧二

九
日
～
三
日
)
に
改
める
。

ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
ジ
ャパ
ン
が
国
際
観
光
ホ
テ
ル
と
し
て
政
府
登
録、
市
内
で
は
ホ
テ
ル
ニ
ュー
王
子
、

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
次
い
で
三
番
目。

第
三
一
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
三
年
連
続
七

度
目、
女
子
ス
ピ
ー
ド
が
完
全
優
勝
で
五
連
覇。

全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
B
グ
ル
ー
プ
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
連
覇。

東
胆
振
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
が
発
足
。

営
林
署
の
縮
小、
改
革
に
よ
る
人
口
減
少
に
よ
り
丸
山
小
学
校
廃
校
と
な
る
。

建
設
省
の
河
川
審
議
会
が
石
狩
川
治
水
計
画
で
石
狩
川
の
氾
濫
防
止
の
た
め、
千
歳
川
を
苫
小
牧
を
経

て
太
平
洋
に
流
す
と
い
う
計
画
を
発
表。
(千
歳
川
放
水
路
計
画。)

ウ
ト
ナ
イ
湖
鳥
獣
保
護
区
が
特
別
保
護
区
を
併
設
し
て
指
定。

苫
小
牧
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
が三
月
末
で、
室
蘭
市
を
抜
き
道
内
七
位
に
。

啓
明
中
学
校
開
校
(市
内
一
二
番
目
)。

第
八
編
年

表

一
九
八
二

4443 3 322 1 112121212121 11111110

10

•

2521274

23 203129271032624161126

21 11

昭
和
五
七
年

10・..
0

129 131

1
苫
小
牧
市
心
身
障
害
者
体
育
館
オー
プ
ン
。
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年
号

西
暦

月
日

苫
小
牧
市
と
日
光
市
が
姉
妹
都
市
提
携
に
調
印
。

北
海
道
内
水
面
漁
業
管
理
委
員
会
が
支
笏
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
釣
り
を
四
年
ぶ
り
に
全
面
解
禁
と
決
め
る
。

緑
ヶ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
。

昨
年
十
二
月
以
来
禁
止
に
な
っ
て
い
た
樽
前
山
の
登
山
一
部
解
禁
(自
動
車
で
七
合
目
ま
で
)。

・
支
笏
湖
の
チ
ッ
プ
釣
り
四
年
ぶ
り
に
解
禁。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
樽
前
慈
生
園
が
開
園。

い
す
べ
自
動
車
が
苫
東
で
自
動
車
工
場
起
工
式
行
う
。

苫
小
牧
市
は
高
丘
四
八
番
地
(通
称
四
マ
イ
ル
付
近)
に
高
丘
第二
霊
園
造
成
工
事
に
着
手。

苫
東
コー
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
設
立
。

北
海
道
石
油
共
同
備
蓄
株
式
会
社
(民
間
石
油
備
蓄
基
地)
に
オ
イ
ル
イ
ン
、
第
一
船
「富
士
丸
」
が

苫
小
牧
港
東
港
に
入
港。

苫
小
牧
市
議
会
が
定
数
三
六
人
と
す
る
条
例
可
決。

苫
小
牧
港
東
港
が
港
則
法
の
適
用
を
受
け
東
西
同
一港
域
と
な
り
、
東
港
も
業
務
可
能
と
な
っ
て
外
国

貿
易
港
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

北
電
苫
東
厚
真
発
電
所
が
二
号
機
の
起
工
式
行
う
。

苫
小
牧
駅
裏
鉄
北
地区

(緑
町、
木
場
町、
春
日
町、
清
水
町)
に
住
居
表示
を
実
施。

第
二
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
勇
払
育
成
会
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
も
一
回
戦
で
敗
れ
る
。

苫
東
の
石
油
国
家
備
蓄
基
地
予
定
地
か
ら
国
内
初
の
縄
文
時
代
の
環
濠
遺
跡
を
発
見
。

第
四
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
し
た
明
倫
中
学
校
は
一
回
戦
で
関
東
代
表
に
敗
れ
る。

石
狩
川
開
発
建
設
部
は
千
歳
川
放
水
路
の
計
画
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
。

岩
倉
組
が三
光
町
の
ホ
モ
ゲ
ン
第
二
工
場
跡
地
で
宅
地
造
成
の
起
工
式
行
う
。

錦
町
再
開
発
会
社
の
錦
町
一
・六
ビ
ル
の
名
称
を
「ト
ピ
ア
」
と
決
定
。

国
鉄
苫
小
牧
駅
舎
と
自
由
通
路
完
成。
駅
舎三
階
建
て
二
、三
〇
〇
m、
自
由
通
路
は
延
長
一
二〇
m。

苫
小
牧
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
「エ
ス
タ」
オ
ー
プ
ン
。
三
階
建
て
一、五

九
一
m、
工
費
一二
億
円。

と

昭
和
五
七
年

一九
八
二

5 5 4
.
4
・

• ・

2 1154 106

26

8
.
9

0
0
.
1
0

8
.
1

7
. 7 7 7 6 6 6
0
・
2

5305 131162616

で

き

ご

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

10109 9

9
.
1

8
.
2

王
子
娯
楽
場
の
「さ
よ
な
ら
映
画
会
」
が
終
わ
り
閉
館
す
る
。
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昭
和
五
七
年

室
蘭
商
工
信
用
組
合
糸
井
支
店
オ
ー
プ
ン
。

企
業
城
下
町
法
が
再
施
行
さ
れ
紙
パ
が
追
加、
苫
小
牧
市
が
特
定
不
況
業
種
地
域
に
指
定
さ
れ
る
。

勇
払
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
。

苫
小
牧
地
域
職
訓
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
、
併
設
の
苫
小
牧
市
技
能
研
修
セン
タ
ー
も
開
設
。

桜
木
郵
便
局
が
開
局
(市
内
一
四
番
目
の
特
定
局
)。

北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店
糸
井
出
張
所
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
市
消
防
署
の
新
庁
舎
が
完
成
し
業
務
を
開
始
す
る
(二
一
日
落
成
式)。

第
一
七
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
二
年
連
続
六
度
目
の
優
勝。

日
吉
郵
便
局
が
開
局
(市
内
一
五
番
目
の
特
定
局
)。

三
光
町
の
宅
地
造
成
区
の
名
称
が
「新
生
台」
と
決
ま
る
。

第
五
一
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
で
王
子
製
紙
が
二
年
ぶ
り
二
一回
目
の
優
勝。

・
第
三
二
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
年
連

続
全
種
目
制
覇
で
六
度
目
の
優
勝
。

苫
小
牧
港
開
発
が
ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
及
び
周
辺
用
地
な
ど
を
含
め
て
買
収
す
る
。

・
第
三
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
女
子
ス
ピ
ー
ド
で
啓
北
中
学
校
が
初
優
勝
。

苫
小
牧
市
の
姉
妹
都
市
ネ
ー
ピ
ア
か
ら
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
市
長
夫
妻
が
来
苫
、
第
一
七
回
と
ま
こ
ま
い
ス

ケー
ト
ま
つ
り
に
参
加。

苫
小
牧
市
の
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
市
交
通
安
全
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。

明
徳
小
学
校
が
開
校
式
行
う
(市
内
一
九
番
目
)。

統
一
地
方
選
の
道
議
苫
小
牧
市
部
で
橋
浪
蔵、
大
平
盛
雄
が
当
選。

市
役
所
の
北
庁
舎
改
修
工
事
に
着
手
。

・
苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
業
務
を
開
始
す
る
。

統
一
地
方
選
第二
弾
で
苫
小
牧
市
長
に
民
間
出
身
の
板
谷
實
が
当
選、
市
議三
六
名
当
選。

八
王
子
千
人
同心
子
弟
市
川
彦
太
夫
の
墓
碑
を
堀
江
敏
夫
図
書
館
長
が
鵡
川
永
安
寺
境
内
で
発
見。

市
内
錦
岡
で
シ
ン
ナ
ー
に
よ
る
少
年
(一
八
歳)
の
死
体
を
発
見
。

厚
生
省
は
苫
小
牧
市
な
ど
一
一カ
所
を
「障
害
者
福
祉
都
市
」
に
指
定
す
る
。

第
八
編
年

表

一
九
八
二

一
九
八
三

1 121212121212111110106 5 54 444

4 2 2

.

1201225 18118

1 9 4

2316131176 419177 4
昭
和
五
八
年
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年
号

西
暦

月
日121211

11 11108

8
・

8
.

8
.
1

7 7 7
7 6 6

•

.
� 30 18 1 2 30 11 2 2 26 24 12420

苫
小
牧
市
役
所
の
北
庁
舎
の
改
修
工
事
が
完
了
し、
新
庁
舎
と
接
続
し
業
務
を
開
始
す
る
。

市
役
所
の
旧
庁
舎
の
解
体
始
ま
る
。

登
山
規
制
が
続
い
て
い
た
樽
前
山
登
山
が
五
年
ぶ
り
に
全
面
解
除と
な
る
。

・
日
軽
苫
小
牧
(本
社
苫
小
牧
市
・
黒
田
正
孝
社
長
・
従
業
員
三
三
〇
人
)
が
発
足
、
日
軽
金
苫
小
牧

工
場
(従
業
員
八
〇
人)
と
す
る
。

・
い
す
、
自
動
車
北
海
道
工
場
が
笹
目
良
雄
工
場
長
と
四
課
制
で
発
足
。

苫
小
牧
港
開
発
株
式
会
社
が
行
っ
て
い
た
ウ
ト
ナ
イ
湖
畔
再
開
発
が
終
わ
り
、
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
な
ど
全

面
開
業
す
る
。

第
五
四
回
都
市
対
抗
野
球
出
場
の
王
子
製
紙
は
一
回
戦
で
敗
戦。

・
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
が
一
般
公
開
講
座
を
開
設
。

苫
小
牧
国
立
大
学
誘
致
期
成
会
総会
が
会
の
名
称
を
苫
小
牧
大
学
誘
致
期
成
会
と
変
更
す
る
。

苫
小
牧
市
役
所
の
増
改
築
庁
舎
完
成
式
行
う
。

第
五
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
の
明
倫
中
学
校
は
一回
戦
で
敗
退
。

第
一
回
東
胆
振
サミ
ッ
ト
(胆
振
東
部
一
市
六
町
の
首
長
)
を
苫
小
牧
市
で
開
く
。

緑
ヶ
丘
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コー
ト
一二
面
が
完
成。

苫
小
牧
工
業
高
校
が
創
立
六
〇
周
年
と
校
舎
移
転
新
築
記
念
式
典
を
行
う
。

苫
小
牧
市
は
機
構
改
革
を
行
い
、
市
長
公
室
と
開
発
部
を
統
合
し
て
企
画
調
整
部、
環
境
部
と
衛
生
部

を
統
合
し
て
環
境
衛
生
部、
管
財
部
を
財
政
部
に
統
合
す
る
。

苫
東
民
間
備
蓄
の
北
海
道
石
油
共
同
備
蓄
株
式
会
社
の
第
二
期
分
大
型
タン
ク
一
六
基
が
完
成、
注
油

が
始
ま
る
。

・
苫
小
牧
市
役
所
新
庁
舎
と
外
構
工
事
が
完
成
し、
全
面
落
成
を
祝う
式
典
を
行
う
。

道
央
自
動
車
道
苫
小
牧
西
～
白
老
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
間
の
一
五
・八
』
が
開
通。

苫
小
牧
信
用
金
庫
勇
払
支
店
オー
プ
ン
(市
内
一
二
番
目
の
支
店
)。

第
一
八
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
三
連
覇、
七
回
目
の
優
勝
。
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昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

一九
八
四

一
九
九
四

新
生
公
園
(木
場
町)
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ステ
ン
レ
ス
製
の
水
車
モニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置。

錦
町
駐
車
場
事
業
協
同
組
合
の
駐
車
場
(旧
陽
願
寺
跡
地)
が
オ
ー
プ
ン
。

環
境
庁
の
調
査
で
苫
小
牧
川
下
流
の
B
O
D
が
全
国
ワー
ス
ト
一
に
な
る
。

三
協
精
機
苫
小
牧
工
場
が
錦
岡
で
開
所
式
行
う
。

第
三
三
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ス
ピ
ー
ド
女
子
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
九
度
目
の
優
勝。

苫
小
牧
市
障
害
者
福
祉
都
市
協
議
会
が
発
足。

苫
小
牧
川
の
新
苫
小
牧
川
へ
の
切
り
替
え
通
水
式
行
う
。

苫
小
牧
市
が
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
政
令
都
市
に
指
定
さ
れ
る
。

・
第
一
幹
線
排
水
川
が
明
野
川
(二
級
河
川
)
と
改
称
す
る
。

勇
武
津
波
切
不
動
及び
奉
納
品
七
点
と
勇
払
恵
比
須
神
社
の
厨
子
が
市
指
定
文
化
財
と
な
る。

苫
小
牧
漁
協
が
錦
多
峰
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
の
落
成
式
を
行
う
。

市
営
球
場
の
夜
間
照
明
点
灯
式
行
い
、
記
念
少
年
野
球
試
合
を
行
う
。

字
錦
岡
の
農
地
約
一・五

12を
利
用
し
た
初
の
「ふ
る
さ
と
農
園」
開
園
。

い
す
、
自
動
車
北
海
道
工
場
が
開
所
式、
苫
東
生
産
工
場
の
第
一号
と
な
る
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
の
北
央
支
店
(市
内
一
三
番
目
の
支
店
)
と
コン
ピ
ュ
ー
タ
ー
事
務
セン
タ
ー
が
開

設
。
苫
小
牧
市
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
環
境
整
備
要
綱
制
定。

い
す
、
自
動
車
北
海
道
工
場
が
操
業
開
始
(加
工
ラ
イ
ン
本
格
生
産
開
始)。

大
洗
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
苫
小
牧、
室
蘭
の
同
時
就
航
で
開
設
認
可
と
な
る。

苫
小
牧
市
の
市
街
化
区
域
変
更
で
錦
岡、
糸
井
の
丘
陵
部、
苫
東
埋
立
て
B
地
区
等
一
六
四
12が
市
街

化
区
域
に
編
入
。

北
明
野
地
区
に
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
新
明
町、
あ
け
ぼ
の
町
が
誕
生。

苫
小
牧
東
部
石
油
備
蓄
株
式
会
社
(国
家
石
油
備
蓄
基
地)
の
第
一
期
工
事
完
成、
第
一
船
「麻
里
布

丸
・
約
一〇
万
t」
か
ら
オ
イ
ル
・
イン
。
竣
工
式
同
月二
七
日
。

千
歳
信
用
組
合
沼
ノ
端
支
店
オ
ー
プ
ン
。

市
民
文
化
公
園
(カ
ル
チ
ャー
パ
ー
ク)
の
一
部
が
完
成
し
、
市
民
に
解
放
す
る
。

第
一
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソン
大
会
開
催。

第
八
編
年

表
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年
昭
和
五
九
年 号

一
九
八
四

111010
. .

171210 2420161021206 3 11 66 2715N

月
日

苫
小
牧
市
企
業
立
地
振
興
条
例
(企
業
誘
致
条
例)
施
行。

初
の
東
胆
振
物
産
観
光
ま
つ
り
(一
市
六
町)
が
駅
前
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
。

苫
小
牧
日
中
友
好
促
進
協
会
が
設
立
。

・
苫
小
牧
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン
。

第
一
九
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
四
連
覇
八
度
目
の
優
勝。

駅
北
口
ビ
ル
に
初
の
通
年
制プ
ー
ル
「ピ
ー
プ
ル
」
オ
ー
プ
ン
。

3
日
胆
農
業
セン
タ
ー
が
若
草
町
に
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
港
が
欧
州
運
賃
同
盟
の
コ
ン
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
に
指
定
。

市
企
業
立
地
振
興
条
例
の
適
用
第
一
号
と
し
て
雪
印
種
苗
苫
小
牧
工
場
と
清
水
鋼
鐵
苫
小
牧
製
鋼
所
。

苫
小
牧
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
館
。

苫
東
コ
ー
ル
セン
タ
ー
操
業
開
始。

第
五
三
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
全
勝
優
勝。

第
三
四
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
総
合

で
八
年
連
続、

一〇
度
目
の
優
勝。

一
月
中
の
苫
小
牧
地
方
の
冷
込
み
が
厳
し
く
、
真
冬
日
が二
四
日
を
記
録
す
る
。

老
人
性
痴
ほう
症
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「樽
前
緑
樹
園」
開
園。

苫
小
牧
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(高
西
哲
郎
理
事
長)
発
足
(四
月
一
日
よ
り
事
業
開
始)。

苫
小
牧
フ
ェ
リー
タ
ー
ミ
ナ
ル
第
三
号
岸
壁
が
完
成。

第
四
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
(昭
和
五
七
年
か
ら
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連

盟
主
催
と
な
り
第
一
回
大
会
に
改
め
る
)、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
が
初
優
勝。

昭
和
三
一
年
四
月
開
設
の
苫
小
牧
西
高
校
の
定
時
制
課
程
閉
課
式
を
行
う
。

大
泉
源
郎
前
市
長
が
市
政
顧
問
に
委
嘱。

苫
小
牧
～
大
洗
間
で
新
フ
ェ
リ
ー
「さ
っ
ぽ
ろ
丸」
が
乗
客
二
〇
六
人、
産
地
野
菜
一
〇
t
を
積
ん
で

苫
小
牧
港
に
初
入
港
し、
定
期
航
路
開
設
さ
れ
る
。

と

苫
小
牧
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昭
和
六
〇
年

一
九
八
五
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苫
小
牧
～
大
洗
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
開
設
記
念
祝
賀
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュー
王
子
で
開
催
さ
れ、
夜
苫
小
牧

か
ら
大
洗
に
向
け
て
の
第
一
船
が
三
〇
〇
人
の
訪
問
団
を
乗
せ
出
航
。

苫
小
牧
市
職
員
に
定
年
制
導
入
、
一般
職
六
〇
歳、
医
師
六
五
歳
。

苫
小
牧
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー
開
館。

・
札
幌
～
苫
小
牧
間
の
高
速バ
ス
運
行
開
始。

・
専
売
公
社
の
民
営
化
に
伴
い、
日
本
た
ば
こ
産
業
苫
小
牧
営
業
所
と
な
る
。

日
軽
金
苫
小
牧
工
場
ア
ルミ
精
錬
部
門
閉
鎖
。

泉
野
小
学
校
が
開
校
(市
内
二
〇
番
目)。

板
谷
市
長
ら
が
姉
妹
都
市
ネ
ー
ピ
ア
市
を
親
善
訪
問。

苫
小
牧
港
が
中
国
・
秦
皇
島
港
と
友
好
港
湾
を
締
結
し
調
印。

駅
前
の
金
市
館
苫
小
牧
店
(昭
和
三
六
年
開
店
)
が
撤
退
す
る
。

市
内
初
の
本
格
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
が
若
草
小
学
校
西
側
に
完
成
。

第
五
六
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場し
た
王
子
製
紙
は
一回
戦で
N
T
T
東
京
に
敗
れ
る
。

い
す
ぐ
自
動
車
北
海
道
工
場
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
生
産
開
始
。

・
北
海
道
放
送
が
苫
小
牧
支
局
を
苫
小
牧
放
送
局
に
昇
格
す
る
。

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
が
廃
液
専
用
排
水
路
の
通
水
を
開
始
す
る
。

東
京
と
ま
こ
ま
い
会
設
立
。

苫
小
牧
地
方
の
気
温
が三
一・六
℃
と
四三
年
ぶ
り
の
最
高
を
記
録。
(昭
和二
一年
八
月
二
日
に三

〇
・九
℃
)

苫
小
牧
信
用
金
庫
錦
岡
支
店
オ
ー
プ
ン
(市
内
一四
番
目
の
支
店)。

汐
見
町
地
区、
糸
井
鉄
北
地
区
一
部
で
第
一
〇
次
の
住
居
表
示
実
施
し、
柏
木
町、
川
沿
町
が
誕
生。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
五
号
岸
壁
(二
四〇
m)
建
設
工
事
完
了
。

.
苫
小
牧
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
る
。

市
内
柏
原
の
一
般
廃
棄
物
処
分
場
が
民
間
委
託
で
使
用
開
始。

北
電
苫
東
厚
真
発
電
所
二
号
機
が
初
の
海
外
炭
を
使
用
し
て
運
転
開
始。

苫
小
牧
市
博
物
館、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
が
落
成
式
を
文
化
会
館
で
行
う
(三
日
開
館)。

第
八
編
年

表
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進
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話
会
が
ス
タ
ー
ト
。
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年昭
和
六
〇
年 号

西一
九
八
六

一
九
八
五

1111

128114 127

81

231912718103
00 22825 2218

1
・
1
苫
小
牧
市
立
自
動
車
学
校
廃
校
(昭
和三
二
年
三
月
一
日
開
校
)。

・
苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
が
苫
小
牧
市
科
学
セ
ン
タ
ー
と
名
称
変
更
。

ト
ピ
ア
の
建
設
工
事
が
四
年
ぶ
り
に
再
開。

第
一
回
苫
小
牧
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
を
行
う
。

・
苫
小
牧
市
立
自
動
車
学
校
跡
地
の
売
却
入
札
で
天
台
交
通
に
落
札。

澄
川
郵
便
局
開
局
(市
内
一
六
番
目
の
特
定
局)。

苫
小
牧プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
館
が
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
市
の
消
防
体
制
が
二
署
四
出
張
所
体
制
と
な
る
。

銭
湯
廃
止
に
伴
い
勇
払
パ
プ
リ
ック
セ
ン
タ
ー
内
の
浴
場
開
業。

若
草
中
央
公
園
の
屋
外
ステ
ー
ジ
、
イベ
ン
ト
広
場
が
完
成。

市
議
会
が
市
立
自
動
車
学
校
跡
地
売
却
問
題
で
特
別
委
員
会
設
置
。

新
産
業
都
市
財
政
特
別
措
置
(苫
小
牧
市
など
指
定)
が
五
カ
年
間
延
長
決
ま
る
。

苫
小
牧
港
貿
易
額
が
二
、
七
二
二
億
円
余
で
七
年
連
続
全
道
一
と
な
る
。

第
五
四
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
四
年
連
続二
四
回
目
の
優
勝。

第
三
五
回
全
国
高
校
ス
ケー
ト
選
手
権
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
四
年
ぶ
り
八
回

目
の
優
勝。

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
が
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
設
備
の
竣
工
式
を
行
う
。

一
月
中
の
苫
小
牧
地
方
の
真
冬
日
が
二
一
日
間
を
記
録。

板
谷
實
市
長
が
市
立
自
動
車
学
校
跡
地
売
却
の
議
案
を
市
議
会
特
別
委
員
会
で
撤
回
す
る
。

川
沿
公
園
(健
康
運
動
公
園)
開
設。

錦
町
再
開
発
事
業
の
ト
ピ
ア
が
着
工
か
ら
四
年
一
一カ
月
を
経
て
よ
う
や
く
開
店
。

市
議
会
が
苫
東
開
発
第三
段
階
計
画
案
を
勇
払
駅
存
続
と
千
歳
川
放
水
路
に
要
望
意
見
を
付
け
て
原
案

可
決。
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昭
和
六
一
年
一
九
八
六

苫
小
牧
共
同
発
電
が
日
軽
金
資
金
半
減
で
一
号
機
を
廃
止
し
五
〇
万
団
体
制
と
す
る
。

・
苫
小
牧
市
が
市
民
総
合
賠
償
保
険
制
度
を
導
入
。

苫
小
牧
市
が
企
画
調
整
部
に
企
業
誘
致
室
を
新
設。

苫
小
牧
市
企
業
立
地
第
一
号
の
雪
印
種
苗
苫
小
牧
工
場
の
落
成
式
行
う
。

苫
小
牧
異
業
種
交
流
プ
ラ
ザ
が
五
五
社
の
参
加
を
得
て
発
足
。

映
画
館
の
旭
館
が
閉
館
(大
正
一一
年
五
月
開
館)。

苫
小
牧
市
の
新
イ
ベ
ン
ト
広
場、
若
草
中
央
公
園
が
使
用
開
始。

美
々
川
に
水
カ
ビ
が
発
生、
千
歳
市
ゴ
ミ
処
分
場
の
ヘ
ド
ロ
と
判
明
す
る
。

緑
ヶ
丘
公
園
庭
球
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
夜
間
照
明
設
備
が
完
成。

北
海
道
が
沼
ノ
端
地
区
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
。

苫
小
牧
市
消
防
音
楽
隊
が
活
動
を
休
止
。

北
海
道
開
発
予
算
要
求
で
千
歳
川
放
水
路
は
昭
和
六
二
年
度
着
工
を
見
送
る
。

苫
小
牧
港
の
改
訂
港
湾
計
画
で
昭
和
五
九
年
四
月
から
休
止
の
臨
海
鉄
道
を
廃
止
す
る。

市
内
植
苗
の
雪
印
乳
業
受
精
卵
移
植
研
究
所
で
バ
イ
オ
子
牛
誕
生
。

苫
小
牧
港
東
港
東
防
波
堤
(四、七

五
〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。

新
千
歳
空
港
の
名
称
に
「苫
小
牧」
の
名
を
加
え
る
運
動
起
こ
る
。

苫
小
牧
市
が
市
の
花
と
し
て
、
木
の
花
に
ハ
ス
カ
ップ
、
草
の
花
に
ハ
ナシ
ョ
ウ
ブ
を
制
定
し、
住
吉

公
園で
記
念
植
樹
を
行
う
。

第
一
回
と
ま
こ
ま
い
ナ
ナ
カ
マ
ド
ま
つ
り
開
催
。

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
と
市
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
起
工
式
を
行
う
。

苫
小
牧
市
は
若
草
小
学
校
東
側
樹
林、
植
苗
小
中
学
校
の
コブ
シ
、
樽
前
小
学
校
の
ク
リ
、
今
野
豊
宅

の
ヤ
チ
ダ
モ
を
保
存
樹
に
指
定
。

沼
ノ
端
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委
員
会
が
設
立
。

苫
小
牧
市
が
交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態
を
宣
言
。

苫
小
牧
駅
北
口
近
く
に
歩
行
者
専
用
道
「オ
テ
ー
ネ
の
散
歩
道
」
が
完
成
。

市
内
中
心
部
の
南
北
を
結
ぶ
旭
大
通
アン
ダ
ー
パ
ス
が
開
通
。

第
二
一
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
二
年
ぶ
り
九
度
目
の
優
勝。
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第
五
五
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
五
年
連
続
二
五
回
目
の
優
勝
。

・
静
川
遺
跡
内
の
環
濠
遺
跡
が
史
跡
と
し
て
国
の
文
化
財
と
な
る
。

市
営
球
場
が
オ
ー
ロラ
球
場
、
新
第二
球
場
が
緑
ヶ
丘
球
場
と
愛
称
決
ま
る
。

第
七
回
全
日
本
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
大
会
で
和
光
中
学
校
女
子
が
団
体
優
勝。

沼
ノ
端
鉄
南
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
終
了
。

苫
小
牧
市
は
高
齢
化
問
題
検
討
委
員
会
を
設
置。

駅
前
王
子
町
旧
金
市
館
横
の
飲
食
店
併
設
公
営
住
宅
の
(昭
和
二
七
年
七
月
建
設)
解
体
始
ま
る
。

苫
小
牧
高
等
職
業
訓
練
校
が
明
野
に
移
転
完
了
。

苫
小
牧
駅
で
国
鉄
最
後
の
日
の
記
念
乗
車
証
明
書
を
発
行
。

J
R
北
海
道
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

統
一
地
方
選
の
道
議
苫
小
牧
市
部
で
大
平
盛
雄、
橋
浪
蔵
当
選
。

北
海
道
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
対
策
協
議
会
が
苫
小
牧
市
など
を
重
点
地
域
に
指
定
す
る
。

苫
小
牧
郵
便
局
が、
ふ
る
さ
と
の
味
と
し
て
苫
小
牧
産
の
ホ
ッ
キ
貝
パ
ッ
ク
を
初
め
て
発
送
。

市
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
昨
年
一
二
月
二
七
日
以
来
ゼ
ロ
記
録
一
〇
〇
日
達
成。

統
一
地
方
戦
第二
弾
で
市
長
に
鳥
越
忠
行
が
初
当
選、
市
議
に
女
性
二
人
を
含
む三
六
人
当
選
。

・
苫
小
牧
市
中
央
消
防
署
と
八
出
張
所
を
結
ぶ
道
内
初
の
無
線
式
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
が
完
成。

新
設
の
市
営
緑
カ
丘
球
場
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
、使
用
開
始
は
六
月
一
日
。

美
々
川
の
水
カ
ビ
問
題
は、
断
続
放
流
の
成
果
が
あ
っ
た
と
し
て
終
決
宣
言
を
行
う
。

苫
小
牧
西
高
校
の
現
地
改
築
と
商
業
科
の
分
離
独
立
で
道
は
調
査
費
を
計
上
し
分
離
が
決
ま
る。

・
昭
和
六
二
年
度
全
国
高
校
総
体
が
開
幕、
苫
小
牧
で
軟
式
庭
球
と
フ
ェ
ンシ
ン
グ
競
技
行
う
。

第
五
八
回
都
市
対
抗
野
球
で
準
々
決
勝
ま
で
進
ん
だ
王
子
製
紙
苫
小
牧
は
N
T
T
東
海
に
敗
れ
る
。

苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
(大
正
一
四
年
一
〇
月
一
日
設
立
)
が
発
展
的
に
解
散
し
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

連
盟
と
ス
ケ
ー
ト
連
盟
に
分
離
独
立
。

苫
小
牧
地
方
が
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
住
宅
や
交
通
網
に
被
害、
市
は
対
策
本
部
を
設
置
。
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昭
和
六
二
年
|
一九
八
七

胆
振
海
岸
保
全
事
業
促
進
期
成
会
(苫
小
牧
市、
登
別
市、
白
老
町)
が
設
立
。

モ
ー
ラ
ッ
プ
で
皇
太
子
ご
夫
妻
を
迎
え
て
育
樹
祭
行
う
。

苫
小
牧
市
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
二
六
六
日
で
ス
ト
ッ
プ
。

苫
小
牧
東
部
開
発
会
社
苫
小
牧
事
業
本
部
の
新
社
屋
が
完
成
し
業
務
開
始
(落
成
式
一〇
月二
日
)。

苫
小
牧
市
は
暴
力
追
放
宣
言
集
会
を
開
き、
暴
力
追
放
宣
言
を
行
う
。

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
は
従
前
の
社
会
教
育
功
労
者、
優
良
団
体
に
代
わ
り、
本
年
度
よ
り
文
化
賞、

文
化
奨
励
賞
を
新
設。

第
一
四
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
王
子
製
紙
は
一
回
戦
で
敗
れ
る
。

北
海
道
開
発
問
題
調
査
会
が
樽
前
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
構
想
概
要
ま
と
め
る
。

苫
小
牧
港
東
港
中
央
ふ
頭
一
号
岸
壁
(一
八
五
m)、

二
号
岸
壁
(一
八
五
m)
の
建
設
工
事
完
了
。

苫
小
牧
市
は
大
型
化
ゴ
ミ
収
集
を
ス
テ
ー
シ
ョン
方
式
か
ら
各
戸
収
集
に
切
り
替
え
る
。

・
苫
小
牧
市
道
の
美
沢
千
歳
空
港
線
が
開
通。

苫
東
基
地
内
の
国
道二
三
五
号
切
り
替
え
工
事
(一
六・三
』
)
完
成、
暫
定
二
車
線
で
供
用
開
始
。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
四
号
岸
壁
(一三
〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。

第
二
二
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
二
年
連
続
一
〇
回
目
の
優
勝。

明
野
郵
便
局
が
開
局
(市
内
一七
番
目
の
特
定
局)。

苫
東
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
第
二
工
区
の
一四
基
の
タ
ン
ク
が
完
成
し
オ
イ
ル
イ
ン
。

道
立
職
業
訓
練
校
が
改
称
し
て
道
立
苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院
と
な
る
。

日
吉
体
育
館
が
開
館
式
行
う
、
一六
日
か
ら
一
般
解
放。

第
三
七
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
年
ぶ
り

九
回
目
の
優
勝
。

・
北
海
道
開
発
局
は
千
歳
川
放
水
路
計
画
に
反
対
の
植
苗、
美
沢
地
区
酪
農
組
合
に
対
す
る
初
の
説
明

会
を
開
く
。

・
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
が
母
都
市
を
札
幌
市
に、
副
母
都
市
を
苫
小
牧
市
と
変
更
。

第
八
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
学
校
別
対
抗
で
和
光
中
学
校
が、
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
明
倫
中
学
校
が
優
勝
。
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年昭
和
六
三
年 号
西一
九
八
八 暦
月
日

苫
小
牧
市
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
実
現
へ
向
け
て
建
設
基
金
一、
〇
〇
〇
万
円
を
積
み
立
て
る
。

千
歳
川
放
水
路
計
画
に
反
対
す
る
団
体、
市
民
が
市
民
集
会
を
開
く
。

旧
苫
小
牧
川
の
王
子
製
紙
工
場
廃
液
流
出
区
域
の
埋
め
立
て
が
完
了
す
る
。

・
第
七
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
が
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン

が
三
年
ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
。

苫
小
牧
市
が
企
業
立
地
振
興
条
例
の
一部
改
正
を
行
い
業
種
、
地
域、
交
付
基
準
の
拡
大
を
図
る
。

苫
小
牧
市
議
会
が
苫
小
牧
市
基
本
構
想
の
一
部
改
定
案
を
原
案
通
り
可
決。

第
一
回
苫
小
牧
子
ど
も
会
議
が
市
長
、
教
育
長
を
囲
ん
で
開
か
れ
る
。

苫
小
牧
市
は
事
業
の
完
了
に
よ
り
特
別
会
計
都
市
改
造
事
業
会
計
を
廃
止

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
金
条
例
施
行。

・
苫
小
牧
市
が
市
公
文
書
の
公
開
に
関
す
る
規
程
を
施
行
し、
情
報
公
開
制
度
ス
ター
ト。

緑
カ
丘
運
動
公
園
に
市
営
少
年
野
球
場
が
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
市
が
市
民
会
館
と
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務
を
委
託
業
務
と
す
る
。

苫
小
牧
市
が
北
海
道
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
推
進
協
議
会
へ
の
加
入
を
申
し
入
れ
る
。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
四
号
岸
壁
(一
三
〇
m)
供
用
開
始。

財
団
法
人
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
が
道
の
設
立
許
可
を
得
る
。

苫
小
牧
市
が
第
三
次
基
本
計
画
に
よ
る
向
こ
う
一〇
年
間
の
街
づ
く
り
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
。

・
苫
小
牧
市
が
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
構
想
を
発
表
。

雪
印
乳
業
受
精
卵
移
植
研
究
所
が
体
外
授
精
(試
験
管
ベ
ビ
ー
)
に
よ
る
子
牛
の
出
産
に
成
功。

北
海
道
苫
小
牧
地
方
環
境
監
視
セ
ン
タ
ー
が
新
千
歳
空
港
供
用
開
始
に
先
立
ち、
航
空
機
騒
音
テ
レ
メ

ー
タ
ー
を
苫
小
牧
と
千
歳
に
二
カ
所
ず
つ
設
置。

苫
小
牧
測
候
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
、
矢
代
町
から
し
ら
か
ば
町
に
移
転
す
る
。

胆
振
海
岸
保
全
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
立
。

苫
小
牧
港
東
港
中
央
ふ
頭
の
公
共
ふ
頭
が
供
用
開
始。

ご
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昭
和
六
三
年
|一
九
八
八

・
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が
北
米
～
苫
小
牧
港
間
に
直
航
で
開
設
し
、
第
一船
「ホ
ー
ク
・
ア
ロ
ウ
」

が
初
入
港。

市
内
の
中
学
校
三
校
の
生
徒二
二
一
人
が
学
校
給
食
に
よ
る
集
団
食
中
毒
を
訴
え、

一九
日
に
は
二、

七
〇
〇
人
に
達
す
る
。

新
千
歳
空
港
開
港
し
、
苫
小
牧
市
長
も
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
参
加。

第
三
七
回
日
本
海
洋
少
年
団
全
国
大
会
が
常
陸
宮ご
夫
妻
を
迎
え
て
開
幕、
全
国
各
地
から
一
一〇
団

・三
、〇
〇
〇
人
が
参
加。

苫
小
牧
市
が
行
革
の
一環
と
し
て
水
道
メ
ー
ター
の
検
針
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
。

苫
小
牧
錦
町
再
開
発
会
社
が
ト
ピ
ア
の
自
己
破
産
を
申
し
立
て、
札
幌
地
裁
室
蘭
支
部
に
受
理
さ
れ、

破
産
管
財
人
に
札
幌
の
窪
田
も
と
む
弁
護
士
が
選
任
さ
れ
る
。

市
教
育
委
員
会
が
勇
払
中
学
校
と
凌
雲
中
学
校
に
「希
望
の
鐘
」
新
設、
以
後
各
地
に
設
置。

緑
ケ
丘
運
動
公
園
に
サ
ッ
カ
ー
場
開
設
。

樽
前
山
の
東
ピ
ー
ク
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
避
難
小
屋
が
老
朽
化
を
理
由
に
撤
去
さ
れ
る
。

市
教
育
委
員
会
は
学
校
給
食
の
集
団
食
中
毒
事
故
で
入
院、
通
院
者、
自
宅
療
養
者
の
補
償
を
決
め
る
。

市
民
会
館
か
ら
市
役
所
屋
上
に
移
し
た
「希
望
の
鐘」
の
吹
鳴
披
露
式
を
行
う
。

学
校
給
食
に
よ
る
集
団
食
中
毒
で
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
は
、
佐
木々
教
育
長
に
戒
告
な
ど
四
人
を
処

分
す
る
。

新
生
台
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
「ス
テ
イ
」
オ
ー
プ
ン
。

川
沿
体
育
館
開
館。

苫
小
牧
市
は
死
亡
交
通
事
故
が
急
増し
て
い
るこ
と
から
交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態
を
宣
言
す
る
。

大
泉
源
郎
(元
市
長
)、
西
田
信
一
(元
国
務
大
臣)、

故
田
中
正
太
郎
(元
市
長)
へ
の
名
誉
市
民

の
称
号
授
与
式
を
行
う
。

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
と
市
サン
ガ
ー
デ
ン
が
落
成
式
行
う
(三
日
オ
ー
プ
ン
)。

J
R
青
葉
駅
開
業。

昭
和三
八
年
の
苫
小
牧
港
開
港
以
来
の
石
炭
用
公
共
臨
港
線
撤
去
が
決
ま
る
。

室
蘭
信
用
金
庫
苫
小
牧
中
央
店
が
開
店
。

第
八
編
年

表
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

ご

市
営
バ
ス
が
初
め
て
苫
東
へ乗
り
入
れ、
樽
前
線
も
延
長
す
る
。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
六
号
岸
壁
(一
六
五
m)
建
設
工
事
完
了
。

第
四
一
回
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
市
総
合
体
育
館
で
開
催。

道
内
初
の
国
直
轄
事
業
で
整
備
す
る
胆
振
海
岸
保
全
事
業
に
着
手。

住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
セン
タ
ー
(苫
小
牧
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
開
館。

第
五
七
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が二
年
ぶ
り
二
六
回
目
の
優
勝。

第
三
八
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
の
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
四

年
ぶ
り
一
一回
目
の
優
勝
。

第
九
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
で
和
光
中
学
校
が
女
子
学
校
別
対
抗
で三
年
連
続、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
で
七
年
ぶ
り
二
回
目
の
優
勝。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
六
号
岸
壁
が
供
用
開
始。

道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
が
国
の
承
認
書
を
受
け、
指
定。

ト
ピ
ア
を
買
収
す
る
再
建
会
社
名
が
「苫
小
牧
環
境
計
画」
と
決
ま
る
。

第
六
一
回
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場
の
苫
小
牧
工
高
は
二
回
戦
で
京
都
西
に
敗
れ
る
。

・
苫
小
牧
駒
澤
短
期
大
学
が
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
と
校
名
を
改
称。

・
N
T
T
苫
小
牧
電
話
局
が
N
T
T
苫
小
牧
支
店
と
改
称。

・
日
軽
苫
小
牧
は
日
本
軽
金
属
に
統
合、
再
び
日
本
軽
金
属
苫
小
牧
製
造
所
と
な
る。

・
駒
澤
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
門
学
校
が
開
校
。

苫
小
牧
市
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
は
こ
ど
も
国
際
交
流
基
金
と
決
ま
る
。

市
内
し
ら
か
ば
町
の
旧
下
水
道
ポ
ン
プ
場
地
下
室
で
市
内
中
学
男
子
三
人
が
シ
ン
ナ
ー
中
毒
死。

ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
(市
内
美
沢)
が
オ
ー
プ
ン
。

北
海
道
と
三
市
一
〇
町
で
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
を
設
立
。

苫
小
牧
市
の
人
口
一
六
万
人
達
成
(吉
田
響
一
郎
ち
ゃ
ん
)。

苫
小
牧
市
民
文
化
公
園
の
滝、
人
工
河
川
の
通
水
式
行
う
。

と

平
成
元
年

昭
和
六
三
年 号
西一
九
八
九

一
九
八
八 暦

月
日9887758 4 3 2 2 2 1 11212121212

8
・

1
.

14161122128 1 5146 5 201422149 8 7

年

き
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平
成
元
年

第
八
編
年

は
ま
な
す
国
体
フ
ェン
シ
ン
グ
競
技
が
市
総
合
体
育
館
で、
雨
の
た
め
正
午
か
ら
軟
式
庭
球
競
技
が
緑

ケ
丘
庭
球
場
で
開
幕。

市
内
三
光
町
と
明
野
地
区
の
一
部
に
住
居
表
示
実
施、
明
野
新
町、
明
野元
町、
新
開
町、
柳
町
が
誕

生
(第
一
一次)。

苫
小
牧
川
の
ヘ
ド
ロ
調
査
が
啓
北
橋
付
近
で
始
ま
る
。

勇
払
マ
リ
ー
ナ
建
設
工
事
に
着
手
。

市
道
糸
井
東
大
通
り
の
「は
ま
な
す
跨
線
橋」
の
開
通
式
行
い、
道
内
初
の
屋
根
付
き
歩
行
者
用
階
段

も
使
用
開
始。

苫
小
牧
音
楽
放
送
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
(CATV)

事
業
の
営
業
を
開
始。

市
内
柳
町
に
初
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
が
登
場。

苫
小
牧
港
に
一万
隻
目
の
外
国
貿
易
船
が
入
港。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
樽
前
計
画
の
基
盤
整
備
工
事
始
ま
る
。

新
設
の
商
業
科
高
校
の
校
名
が
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
と
決
ま
る
。

・
苫
小
牧
市
矢
代
ゲー
ト
ボ
ー
ル
場
(室
内
ゲー
ト
ボー
ル
場)
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
港
西
港
晴
海
ふ
頭
一号
岸
壁
(二
四
〇
m)
建
設
工
事
完
了
。

第
二
四
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
二
年
ぶ
り
一
一回
目
の
優
勝。

一
二
年
ぶ
り
に
第
六
二
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
が
苫
小
牧
で
二
四
日
ま
で
開
幕。

ト
ピ
ア
が
一
年
四
カ
月
ぶ
り
に
再
オー
プ
ン
。

陽
明
園
(緑
星
の
里)
の
在
宅
老
人
デ
イ
サー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設。

苫
小
牧
市
が
苫
小
牧
営
林
署
の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
(大
口
)
で
口
無
沼
付
近
四
・
六

を
限
定
公
募

契
約
し
市
民
に
開
放。

第
三
七
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
スピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
団
体
女
子
で
二

年
連
続
一二
回
目、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
二
年
ぶ
り
一〇
回
目
の
優
勝
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
苫
小
牧
港
西
港
臨
海
部
の
用
地
取
得。

苫
小
牧
市
は
三
光
町
の
新
生
台
地
区
を
都
市
計
画
法
に
よ
る
地
区
計
画
に
指
定。

山
陽
国
策
パ
ル
プ
勇
払
工
場
が
新
聞
用
紙
マシ
ン
の
竣
工
式
を
行
う
。

苫
小
牧
西
高
校
が
修
了
式
と
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
と
の
分
離
式
を
行
う
。

平
成
二
年

表
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年平
成
二
年 号

一
九
九
〇

西
暦

月
日9 9 7776666 65547 7 6 4 4 4

00
.・
5

3122202515115 1181113 112

2 1 24
新
千
歳
空
港
の
エア
ー
カー
ゴ
二
四
時
間
運
用
問
題
を
協
議
す
る
「苫
小
牧
市
地
域
協
議
会
」
が
発
足
。

・
苫
小
牧ジ
ュニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
一
回
定
期
演
奏
会
開
催。

苫
小
牧
市
が
土
木
部
にシ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
推
進
室、
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
樽
前
建
設
推
進
室
を
設
置。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
ポ
ロ
園
が
開
園、
初
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
専
用
ベ
ッ
ド
五
床
を
設
け
る
。

苫
小
牧
市
役
所
の
窓
口
業
務
が
平
日
が
午
後
五
時
一
五
分、
土
曜
日
が
午
後
零
時三
〇
分
ま
で
延
長
。

苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
(苫
小
牧
西
高
校
商
業
科
の
分
離
独
立
)
が
開
校
式
を
行
う
、
(落
成
記
念
式

典
は
一
〇
月
二
八
日
)

千
歳
川
放
水
路
に
反
対
す
る
市
民
の
会
が
設
立
。

苫
小
牧
西
高
校
の
旧
校
舎
の
取
り
壊
し
工
事
が
始
ま
る
。

駅
通
り
商
店
街
で
初
の
「窓
辺
の
美
術
展
」
開
幕、
出
品
作
品
は
三
七
点
。

苫
小
牧
市
は三
光
町
の
新
生
台
地
区
を
都
市
景
観
モデ
ル
地
区
に
指
定。

苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
が
岩
倉
建
設
の
援
助
に
よ
り、
「岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
」
と
し
て
発
会
式
行う
。

苫
小
牧
建
設
協
会
が
「
千
歳
川
放
水
路
建
設
促
進
協
力
会
」
を
設
立
。

ウ
ト
ナ
イ
湖
南
東
砂
丘
地
区
が
市
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
苫
小
牧
進
出
計
画
を
発
表、
投
資
額
一
、〇
〇
〇
億
円。

苫
小
牧
市
議
会
が
千
歳
川
放
水
路
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。

苫
小
牧
市
日
新
温
水プ
ー
ル
開
館。

国
土
地
理
院
編
集
の
「日
本
の
山
岳
標
高」
で、
樽
前
山
の
標
高
を
従
来
の
一、〇
三
八
mよ
り
高
い

一、〇
四
一mと

訂
正
記
載。

市
民
文
化
公
園
で
人
工
池
と
噴
水
広
場
の
完
成
式
を
行
う。

フ
ァン
タ
ジ
ー
ド
ー
ム
の
竣
工
式
と
J
R
苫
小
牧
駅
北
口
ス
カ
イ
ウ
エ
ー
の
竣
工
式
行
う
。

8
.
51

と
ま
こ
ま
い
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
立
。

と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
(旧
錦
岡
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
)
が
苫
小
牧
初
の
通
年
リ
ン
ク
と
な
る
。

苫
小
牧
市
の
鳥
に
「ハ
ク
チ
ョ
ウ」
を
指
定。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ド
ー
ム
(JR

苫
小
牧
駅
北
口)
オ
ー
プン
。

と

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で
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平
成
二
年
|一
九
九
〇

苫
小
牧
港
西
港
の
水
面
貯
木
場
の
埋
め
立
て
開
始。

・
勇
払
マ
リ
ー
ナ
事
業
の
防
波
堤
工
事
始
ま
る
。

市
民
生
協
川
沿
店
ファ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
「パ
セ
オ
」
が
オ
ー
プ
ン
。

糸
井
鉄
北
地
区
・
有
珠
の
沢
・
み
ど
り
野
と
澄
川
町
・
と
き
わ
町
・
錦
岡
東
地
区
の
一部
に
住
居
表
示

が
実
施
さ
れ、
有
珠
の
沢
町
が
誕
生
(第
一二
年
次)。

・
国
土
庁
が
学
園
計
画
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
「苫
小
牧
市
錦
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
が
登
録。

道
議
会
で
苫
小
牧
市
部
の
道
議
会
議
員
定
数
が
一議
席
増
の三
と
決
ま
る
。

サ
ン
プ
ラ
ザ
郵
便
局
(苫
小
牧
郵
便
局
の
出
張
臨
時
局)
が
開
局。

国
勢
調
査
人
口で
苫
小
牧
市
の
人
口
が
一
六
万
人
に
達
す
る
。

苫
小
牧
市
生
活
館
が
オ
ー
プ
ン
。

道
内
初
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
領
事
館
が
苫
小
牧
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
協
会
会
長、
松
井
郁
夫
領
事
宅
に

開
館。
(七
月二
七
日
名
誉
領
事
任
命)

・
川
沿
郵
便
局
が
開
局、
市
内
一
八
番
目
の
特
定
局。

・
苫
小
牧
信
用
金
庫
明
野
支
店
オ
ー
プ
ン
(市
内
一
五
番
目
の
支
店)。

苫
小
牧
市
内
の
選
挙
投
票
区
は
三
五
カ
所
か
ら
三
八
カ
所
と
な
る
。

千
歳
川
放
水
路
建
設
に
協
力
す
る
会
が
設
立
。

J
R
苫
小
牧
駅
南
ロ
ス
カ
イ
ウ
エ
ー
の
開
通
式
行
う
。

第
二
電
電
の
苫
小
牧
リ
レ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
沼
ノ
端
に
完
成。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
苫
小
牧
西
部
工
業
団
地
に
建
設
す
る
北
海
道
工
場
は
一
〇
〇
%
出
資
の
子
会
社
「ト

ヨ
タ
自
動
車
北
海
道」
と
す
る
こ
と
を
正
式
に
発
表
。

第
二
五
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッー
リ
ー
グ
で
王
子
製
紙
が
一二
回
目
の
優
勝。

国
直
轄
胆
振
海
岸
保
全
事
業
着
手
記
念
行
事
(昭
和
六
三
年
一二
月
の
着
手
だ
が、
昭
和
天
皇
崩
御
の

た
め
延
期)
を
行
う
。

自
転
車、
歩
行
者
専
用
道
路
の
柏
木
の
道、
泉
野
の
道
が
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
で
完
成。

・
苫
小
牧
市
国
際こ
ど
も
交
流
事
業
(一
億
円
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
)
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

第
八
編
年

表

一
九
九
一

1 1 12 1212121211 1111111010 109 9
. . ・15 11 24 21206530 2625222925 1 22

1 10

. . ・。

・
市
営
バ
ス
錦
西
営
業
所
開
業
。

チ
ー
ム
が
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
出
発。

1705

平
成
三年



き

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

年平
成
三年 号

|一
九
九
一

西
暦

月
日

回
目
の
優
勝
。

第
四
四
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
連
覇、

一
一

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
が
設
立
、
資
本
金
一〇
〇
億
円
の
現
地
法
人
、
社
長
に
工
藤
末
志
が
就
任。

第
一
〇
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
が三
度
目
の
優
勝。

苫
小
牧
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョン
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
川
の
親
水
空
間
が
完
成。

石
油
資
源
開
発
が
勇
払
油
田の
噴
出
量
を
天
然
ガ
ス
日
量
一
七
万
八、〇

〇
〇
m、
天
然
ガ
ソ
リ
ン
日

量
一
四二
ぱ
と
発
表
。

・
錦
町
再
開
発
第
一
弾
の
ホ
テ
ル
サン
ル
ー
ト
が
ノ
ー
ザン
コ
ア
に
売
却。

統
一
地
方
選
の
道
議
苫
小
牧
市
部
の
定
員三
人
と
な
り、
大
平
盛
雄、
橋
浪
蔵、
板
谷
實
が
当
選。

本
園
と
分
園
を
統
合
し
て
新
築
移
転
の
市
立
は
な
ぞ
の
幼
稚
園
が
入
園
式
行
う
(落
成
式
六
月
三
日
)

・
錦
多
峰
浄
水
場
の
取
水
池
一
基
が
供
用
開
始、
貯
水
能
力
が
一
二
時
間
に
。

統
一
地
方
選
の
市
長
選
挙
で
鳥
越
忠
行
現
市
長
が
無
投
票
当
選
決
定
。

統
一
地
方
選
第
二
弾、
市
議
会
議
員
選
挙
で三
六
人
が
当
選
。

新
千
歳
空
港
周
辺
地
域
開
発
推
進
協
議
会
設
立
し、
苫
小
牧
市
も
参
加
す
る
。

札
幌
入
国
管
理
局
千
歳
・
苫
小
牧
出
張
所
が
開
設
(苫
小
牧
出
張
所
は
昭
和
四
五
年
九
月
一日
開
設)。

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
が
地
鎮
祭
行
う
。

苫
小
牧
市
が
市
役
所
前
の
経
緯
度
標
の
除
幕
式
行
う
。

苫
小
牧
観
光
協
会
が
社
団
法
人
と
な
る
(七
月
三
〇
日
記
念
式
典)。

苫
小
牧
市
防
犯
協
会
(小
島
啓
道
会
長)
が
発
足
。

・
苫
小
牧
市
の
マ
イ
タ
ウ
ン
活
性
化
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

ソ
連
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
遭
遇、
モ
ス
ク
ワ
で
強
化
合
宿
中
の
王
子
製
紙
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
一
行
が
無

事
帰
苫
。

苫
小
牧
営
林
署
が
丸
山
遠
見
の
望
楼
改
修
工
事
を
完
了
(九
月三
〇
日バ
ス
乗
り
入
れ
開
始)。
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平
成
三年

一九
九
一
9
.
2
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
工
事
の
安
全
祈
願
祭
を
サン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
行
い
着
手
す
る
。

沼
ノ
端
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セン
タ
ー
の
建
設
工
事
始
ま
る
。

苫
小
牧
市
が
市
内
に
居
住
す
る
留
学
生
に
市
営
バ
ス
無
料
乗
車
証
を
交
付。

宇
宙
開
発
事
業
団
が
苫
東
基
地
内
で
小
型
固
形
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
衝
突
実
験
を
開
始。

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
が
操
業
開
始
。

・
苫
小
牧
一
条
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
は、
昭
和
四
九
年
か
ら
一
七
年
間
実
施し
て
き
た
「歩
行
者
天

国」
を
取
り
止
め
る
。

函
館
検
疫
所
室
蘭
支
所
苫
小
牧
出
張
所
が
小
樽
検
疫
所
苫
小
牧
支
所
に
昇
格。

・
第
二
電
電
(DDI)

は
苫
小
牧
営
業
所
を
錦
町
に
開
設、
九
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始。

・
北
電
苫
小
牧
営
業
所
が
同
支
店
に
昇
格
。

市
内
高
丘
に
移
転
造
営
さ
れ
て
いる
樽
前
山
神
社
の
上
棟
式
行
う
。

苫
小
牧
港
西
港
の
中
央
北
ふ
頭
の
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
作
業
が
完
了
、
ふ
頭
用
地
造
成
に
着
手
。

市
民
文
化
公
園
に
「ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
風
の
枯
れ
山
水」
完
成。

苫
小
牧
西
高
校
の
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
を
行
う
。

苫
東
柏
原
工
業
地
区
の
苫
東
パ
ー
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
「オ
ー
ク
ベ
ル」
オ
ー
プ
ン
。

市
内
弥
生
町
の
市
営
住
宅
団
地
で
整
備
を
進
め
て
い
た
景
観
改
善
事
業
の
第
一弾
が
完
成。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
拡
張
工
事
完
了
、
一一
月
一
日
か
ら
供
用
開
始。

苫
小
牧
市
が
在
宅
老
人
向
け
の
給
食
宅
配
サー
ビ
ス
開
始。

・
環
境
庁
は
野
鳥
の
聖
域
・
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
正
式
に
ラ
ム
サー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
す
る
こ
と
を
告
示

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
国
特
別
保
護
地
区
指
定
期
間
を
二
〇
年
間
延
長
す
る
。

・
苫
小
牧
国
際
交
流
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
が
設
立。

苫
小
牧
市
緑
ケ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
三
種
公
認
施
設
の
検
定
に
合
格。

苫
小
牧
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
(TSL)

誘
致
促
進
期
成
会
(会
長
・
鳥
越
市
長
)
が
発
足
。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
樽
前
が
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
(資
本
金
一億
五
、〇
〇
〇
万
円
)。

・
苫
小
牧
港
西
港
中
央
北
ふ
頭
一
号
東
岸
壁
(二
四
〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。

苫
小
牧
港
東
港
東
ふ
頭
二
号
岸
壁
(二
四〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
水
位
保
全
の
た
め
の
勇
払
川
の
堰
(せ
き)
基
礎
部
分
が
完
成。

苫
小
牧
市
が
歩
行
空
間
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
豊
川
町
の
「と
よ
か
わ
の
道」
「な
か
よ
し
こ
み

ち
」、
桜
木
町
の
「北
星
の
道」
が
完
成。

市
の
住
吉
証
明
取
扱
所
が
消
防
出
張
所
から
住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
移
る
。

錦
西
ニ
ュー
タ
ウ
ン
(錦
岡)、

み
ど
り
野
(有
珠
の
沢
町)
に
地
区
計
画
実
施。

シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
第
一
弾
「一
番
街
」
(二
三
〇
m)
の
完
成
式
行
う
。

苫
小
牧
港
東
港
の
東
防
波
堤
(延
長
四、七

五
〇
m)
突
堤
部
分
の
灯
台
が
完
成。

王
子
製
紙
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
予
定
地
と
し
て
若
草
町
の
用
地
を
市
に
提
供
す
る
と
発
表。

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の
国
際
登
録
認
定
証
交
付
式
を
苫
小
牧
市
で
行
な
う
。

・
第
四
一
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が三
年
連
続
一

二
回
目
の
優
勝、
ス
ピ
ー
ド
女
子
も二
年
ぶ
り
一三
回
目
の
優
勝。

・
錦
大
沼
公
園
駐
車
場
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
管
理
人
詰
所
が
完
成
し
、
使
用
開
始
す
る
。

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
検
討
委
員
会
(委
員
長
中
澤
啓
次
・
一七
人)
発
足
。

・
木
材
埠
頭
の
埋
立
地
に
建
設
し
た
西
港
公
共
岸
壁
中
央
北
埠
頭
一号
東
岸
壁
が
供
用
開
始。

全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
女
子
選
手
権
大
会
で、
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が
二
年
連
続
四
度
目
の
優
勝。

苫
小
牧
港
の
フ
ェ
リー
旅
客
累
計
が
一、〇

〇
〇
万
人
達
成、
就
航
二
〇
年
目
の
節
目
を
飾
る
。

苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
が
正
式
名
称
を
「
オー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧」
と
し
、
愛
称
を
「ア
ル
テ
ン
」

と
決
め
る
。

北
海
道
開
発
局
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
表
示
(カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
)
と
し
て
「樽
前
山
と
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
」
を
苫
小
牧
の
シン
ボ
ル
と
し
て
国
道
に
設
置
始
ま
る
。

第
五
九
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が二
七
度
目
の
日
本
一
と
な
る
。

市
内
小
学
校
二
〇
校
(一
万
四、二
三
一
人
分)
の
学
校
給
食
に
地
元
産
ホ
タ
テ
が
入
っ
た
シ
ー
フ
ー

ド
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
登
場。

石
油
資
源
開
発
が
勇
払
南
試
掘
場
で
天
然
ガ
ス
産
出
に
成
功。

と

平
成
四
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平
成
四
年

一
九
九
二

76 6 6 5 444 4 3 3
・・ ・11 1 25 2314 127231526 26238 12826

苫
小
牧
市
錦
大
沼
公
園
内
の
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
の
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
。

勇
払
川
改
修
工
事
で
進
め
て
い
た
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
水
位
を
一定
に
保
つ
ウ
ト
ナ
イ
堰
(せ
き)
が
完
成

室
蘭
赤
十
字
セン
タ
ー
苫
小
牧
地
区
供
給
セン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
市
が
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
推
進
準
備
室、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
準
備
室、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
室
を
設
置。

・
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
は
呼
称
を
「J
A
苫
小
牧」
に
変
更。

明
野
中
学
校
が
開
校
(市
内
一三
番
目
の
中
学
校)。

苫
小
牧
川
下
流
の
国
道三
六
号
沿
い
に
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置。

市
内
高
丘
の
金
太
郎
の
池
東
側
に
完
成
し
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン
、
池
に
錦
ゴ
イ
を
放
流
し
、
記

念
植
樹
を
行
う
。

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
検
討
委
員
会
が
鳥
越
市
長
に
答
申
書
提
出。

苫
小
牧
港
東
港
の
東
ふ
頭
二
号
岸
壁
が
供
用
開
始
。

苫
小
牧
市
議
会
は
新
千
歳
空
港
二
四
時
間
運
用
に
関
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決。

苫
小
牧
港
が
骨
粉、
皮
粉
など
の
指
定
検
疫
物
輸
入
港
(動
物
検
疫
港)
に
指
定。

新
千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
開
業
。

・
新
千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に
苫
小
牧
観
光
協
会
「ゆ
の
み
n
o
n
-
n
o
」
が
オ
ー
プ
ン
。

・
道
道
新
千
歳
空
港
線
(苫
小
牧
市
道
美
沢
新
千
歳
空
港
線)
が
舗
装
し
て
開
通
。

・
新
千
歳
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
開
業
で
道
南バ
ス
が
一
二
往
復、
市
営
バ
ス
が三
往
復
乗
り
入
れ。

樽
前
山
神
社
が
新
社
殿
遷
座
奉
祝
大
祭
を
行
う
。

J
R
苫
小
牧
駅
南
口
に
「苫
小
牧
ニ
ュー
ス
テ
ー
シ
ョン
ホ
テ
ル」
が
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
地
区
魚
の
日
・
青
果
の
日
設
定
協
議
会
が
消
費
物
価
の
安
定
か
ら
同
設
定
協
議
会
を
解
散。

市
内
樽
前
の
錦
大
沼
公
園
内
に
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ
ン
)
オ
ー
プ
ン
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
で
記
念
式
行
う
。

宇
宙
開
発
事
業
団
が
苫
東
で
小
型
固
体
ロ
ケ
ツ
ト
モ
ー
タ
ー
衝
突
実
験
を
行
う
。

苫
小
牧
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
シ
ャシ
ー
駐
車
場
拡
張
工
事
が
完
成
し
供
用
開
始
。

高
丘
運
動
公
園
の
金
太
郎
の
池
の
「八
つ
橋
」
が
完
成。

苫
小
牧
港
西
港
晴
海
ふ
頭
二
号
岸
壁
(二
四
〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。
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年平
成
四
年 号
| 西西

暦
|
月
日

1212 12111111 101010 1010
10 9 99 9 8

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

1210 730201 151110

5 2 1

2825

25
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
が
四
年
四
カ
月
を
か
け
て
一
八
億
円
の
基
金
造
成
を
完
了。

苫
小
牧
市
は
苫
東
大
規
模
工
業
開
発
計
画
に
地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
一
五
人
に
よ
る

「開
発
推
進
懇
談
会
」
を
設
置。

・
高
丘
の
金
太
郎
の
池
周
辺
整
備
で
「子
供
冒
険
広
場」
の
階
段
造
成
工
事
完
成。

交
通
死
亡
事
故
の
多
発
で
苫
小
牧
市
は
「交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態」
を
宣
言。

苫
小
牧
港
西
港
晴
海
ふ
頭
に
新
設
し
た
水
深
一二
m
の二
号
岸
壁
が
供
用
開
始
。

・
カ
ウ
ボ
ー
イ
(本
社
札
幌)
が
市
内
糸
井
に
進
出
を
表
明。

苫
小
牧
市
と
苫
小
牧
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
在
宅
老
人
向
け
給
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
市
内
錦
岡、
樽
前

な
ど
西
部
地
区
に
も
拡
大
す
る
。

第
六
〇
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会
で
王
子
製
紙
が
二
連
覇
二
八
度
目
の
優
勝。

い
す
ぐ
自
動
車
北
海
道
工
場
が
ア
メリ
カ
の
現
地
生
産
工
場
向
け
V
6
エン
ジ
ン
の
出
荷
を
開
始。

・
市
内
元
町
の
沿
岸
で
座
礁
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
タ
ン
カ
ー
「メ
リ
テ
ィ
ー
号
」
が
六
日
ぶ
り
に
離
礁
に
成

功
、
二
七
人
の
乗
組
員
は
全
員
無
事
。

沼
ノ
端
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セン
タ
ー
の
落
成
式
行
う
(一
一日
オ
ー
プ
ン
)。

沼
ノ
端
消
防
出
張
所
併
設
の
市
沼
ノ
端
証
明
書
取
扱
所
を
沼
ノ
端
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
す
。

千
歳
川
放
水
路
事
業
に
つ
い
て
道
開
発
局
や
道、
関
係
市
町
で
協
議
す
る
「千
歳
川
放
水
路
連
絡
協
議

会
」
設
立
。

苫
小
牧
体
育
協
会
の
法
人
化
が
認
可、
「財
団
法
人
苫
小
牧
体
育
協
会
」
と
な
る
。

市
内
錦
岡
の
J
R
室
蘭
本
線
で
中
学
三
年
生
男
子
が
い
じ
め
を
苦
に
飛
込
み
自
殺
は
か
る
。

新
千
歳
空
港
周
辺
拠
点
都
市
地
域
整
備
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
二
次
指
定
を
目
指
す
。

市
教
育
委
員
会
が、
いじ
め
に
よ
る
自
殺
事
件で
臨
時
校
長
会
を
開
き、
子
ど
も
の
心
に
く
い
込
む
指

導
を
指
示
す
る
。

苫
小
牧
港
西
港
勇
払
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
(荷
さ
ば
き
地)
が
供
用
開
始。

シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
二
期
工
事
完
成
(王
子
通
り
～
娯
楽
場
パ
ー
ク
間
・
二
一〇
m)
を
祝
う
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
行
う
。
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平
成
四
年

樽
前
山
神
社
旧
社
殿
で
社
殿
解
体
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
七
〇
年
の
歴
史
に
幕。

・
苫
小
牧
市
設
小
売
市
場
対
策
検
討
懇
話
会
(佐

木々
浩
会
長
)
が
本
町、
音
羽
町
を
廃
止、
し
ら
か

ば
町
を
民
営
化
の
提
言
書
を
市
長
に
提
出。

・
苫
小
牧
警
察
署
の
新
庁
舎
が
完
成。

苫
小
牧
港
の
指
定
検
疫
動
物
に
生
体
が
追
加
さ
れ
る
。

苫
小
牧
市
は、
ご
み
ス
テー
シ
ョ
ン
設
置
要
領
を
見
直
し
一
五
世
帯
に
一
カ
所
と
す
る
。

苫
小
牧
市
の
人
口
が
一
六
万
五、〇

〇
〇
人
と
な
る
。

・
第
四
二
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
が三
〇
年
ぶ
り
に
苫
小
牧
で
開
幕
。

動
物
検
疫
所
小
樽
出
張
所
胆
振
分
室
が
供
用
開
始。

第
四
二
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
団
体
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二

年
連
続
一
四
回
目
の
優
勝。

苫
小
牧
港
の
沖
で
停
泊
し
て
い
た
リ
ベ
リ
ア
船
籍
の
貨
物
船
「ノ
ー
ド
・
ホ
ー
プ
号
」
が
強
風
を
受
け

市
内元
町
の
海
岸
に
流
さ
れ
て
座
礁。

苫
東
基
地
開
発
推
進
懇
談
会
が、
地
元
意
見
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
提
言
書
を
鳥
越
市
長
へ
提
出。

・
新
千
歳
空
港
の
国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
二
四
時
間
運
用
に
係
わ
る
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
を
三
週
間
の
予
定
で

開
始
。

座
礁
船
「ノ
ー
ド
・
ホ
ー
プ
号」
の
撤
去
作
業
始
ま
る
(五
月
二
三
日
四
ヶ
月
ぶ
り
で
離
礁)。

苫
小
牧
港
西
港
漁
港
区
の
南
防
波
堤
物
揚
げ
場
が
完
成。

市
内
川
沿
町
の
道
道
苫
小
牧
環
状
線
で
横
断
歩
道
橋
が
完
成、
二二
日
から
一
般
開
放。

新
千
歳
空
港
の
国
際
エ
ア
カー
ゴ
基
地
構
想
の
二
四
時
間
運
用
に
伴
う
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
終
了
。

石
油
資
源
開
発
が
市
内
沼
ノ
端
の
試
掘
場
で
天
然
ガ
ス
産
出
テ
ス
ト
に
成
功。

裁
判
所
合
同
庁
舎
が
完
成、
札
幌
地
方
裁
判
所
苫
小
牧
支
部、
札
幌
家
裁
苫
小
牧
支
部
が
新
設。

・
十
条
製
紙
と
山
陽
国
策
パ
ルプ
が
合
併
し
た
「日
本
製
紙
勇
払
工
場」
が
誕
生。

・
苫
小
牧
市
が
「グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
」
の
向
こ
う
一〇
年
間
の
長
期
プ
ラ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

昭
和
五
五
年
に
不
良
資
産
の
清
算
会
社
に
な
っ
た
岩
倉
組
が
全
負
債
の
清
算
を
終
え
会
社
解
散
の
手
続

き
を
完
了
、
旧
岩
倉
組
の
名
称
に
幕
。

第
八
編
年

表
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年平
成
五
年 号
西一
九
九三 暦

月
日

9
.
1

8

8 8 7 7 77 6 66 6 55 5 55 4
• • ・• ・ ・ ●

C

30

1888 21153 1 181 187 1

24

ト
。

き
ご

と

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

苫
小
牧
港
が
開
港三
〇
周
年
を
迎
え
、
第
一
船
の
入
港
を
記
念
し
て
午
前
九
時
半
に
花
火
を
打
ち
上
げ

在
港
船
が
一
斉
に
汽
笛
吹
鳴、
ま
た
港
公
園
で
殉
職
者
の
慰
霊
祭
を
行
う
。

苫
小
牧
市
の
完
全
週
休
二
日
制
ス
ター
ト
。

啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
が
新
校
舎
移
転
改
築
落
成
記
念
式
典
行
う
。

苫
小
牧
市
が
「グ
リ
ー
ン
フ
ル
プ
ラ
ン
」
事
業
の
一環
と
し
て
五
年
計
画
の
桜
並
木
づ
く
り
を
緑
ヶ
丘

公
園
で
ス
ター
ト。

市
錦
多
峰
取
水
池
で
ア
オ
ミ
ド
ロ
が
大
発
生
、
一〇
日
以
上
取
水
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

苫
小
牧
市
は
ご
み
の
減
量
化
と
抑
制、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め、
全
面
改
正
し
た
「市
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
。

新
千
歳
空
港
B
滑
走
路
建
設
工
事
に
着
手
。

苫
小
牧
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
協
議
会
が
発
足。

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
が
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
スミ
ッシ
ョン

(自
動
変
速
機)
の
生
産
を
開
始

し、
全
面
操
業
と
な
る
。

市
内
錦
岡
の
J
R
室
蘭
本
線
錦
岡
駅
近
く
で
貨
物
列
車
に
市
内
女
子
中
学
生
飛
び
込
み
自
殺
。

市
立
総
合
病
院
で
見
舞
い
の
祖
母
に
同
伴
し
た
生
後
一
〇
カ
月
の
乳
児
が
清
拭
車
か
ら
流
出
し
た
熱
湯

を
浴
び
全
身
や
け
ど
で
死
亡
。
(平
成
六
年三
月
二
五
日
示
談
成
立
)

市
教
育
委
員
会
が
い
じ
め
防
止
に
取
り
組
む
た
め
「い
じ
め
根
絶
対
策
特
別
委
員
会」
を
設
置。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ
ン
)
の
コ
テ
ー
ジ
オ
ー
プ
ン
。

市
が
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
独
居
老
人
等
一〇
〇
世
帯
で
稼
働
開
始
。

・
地
方
拠
点
都
市
整
備
法
に
基
づ
く
「地
方
拠
点
都
市
」
(苫
小
牧、
千
歳、
恵
庭
、白
老、
早
来、

追
分、
厚
真)
に
指
定
さ
れ
る
。

苫
小
牧
市
が
整
備
を
進
め
て
い
た
市
民
文
化
公
園
が
全
面
完
成
(総
工
費
約
八
七
億
円)、

完
成
記
念

苫
小
牧
市
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一環
と
し
て
パ
ー
ト
ヘ
ル
パ
ー
登
録
制
度
を
ス
タ
ー

21
式
典
行
う
。
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平
成
五
年
|
一九
九
三

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
(工
藤
未
志
社
長
)
が
工
場
竣
工
式
行
う
。

北
海
道
は
国
の
新
計
画
に
沿
って
苫
東
の
開
発
を
見
直
し
、
「学
・
住
・
遊
」
の
複
合
開
発
を
目
指
す

基
本
方
針
を
ま
と
め
る
。

苫
小
牧
港
西
港
の
石
炭
ふ
頭
から
最
後
の
石
炭
積
み
出
し
船
「仁
竜
丸
」
が
出
港
し、
石
炭
ふ
頭
の
歴

史
を
閉
じ
る
(昭
和
三八
年
四
月二
五
日
初
出
航
)。

王
子
製
紙
と
神
崎
製
紙
が
合
併
し
「新
王
子
製
紙」
が
誕
生
。

・
緑
ヶ丘
公
園
丘
陵
部
の
チビ
ッ
コ
冒
険
広
場
に
ジ
ャン
ボ
木
製
遊
具
が
完
成
。

・
苫
小
牧
市
は
在
宅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
給
食
宅
配
サー
ビ
ス
を
全
市
に
拡
大
。

外
貿
コン
テ
ナ
基
地
に
生
ま
れ
変
わ
る
苫
小
牧
港
西
港
の
石
炭
ふ
頭
で
石
炭
荷
役
施
設
の
解
体
作
業
始

ま
る
。

北
ガ
ス
(札
幌)
が
平
成
八
年
か
ら
勇
払
産
の
天
然
ガ
ス
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
運
び
供
給
し
た
い
と
発

土
日
型
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア、
カ
ウ
ボ
ー
イ
を
核
店
舗
に
し
た
糸
井
の
大
型
商
業
集
積
施
設
「苫

錦
岡
鉄
北
第
一
地
区
に
第
一
三次
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
美
原
町、
青
雲
町、
宮
前
町、
明
徳
町、
の

ぞ
み
町
、
も
え
ぎ
町
が
誕
生。

・
連
合
苫
小
牧
が
発
足
。

石
油
資
源
開
発
が
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
ル
ー
ト
(南
勇
払
基
地～
広
島
町
大
曲
間)
七
三

・四
』
を
発
表
。

苫
小
牧
市
「人
間
環
境
都
市
宣
言
」
記
念
制
作
の
ブ
ロン
ズ
像
「緑
の
環」
が二
〇
年
ぶ
り
に
柏
原
の

国
道二
三
五
号
沿
い
に
建
立
さ
れ
る
。

丸
井
今
井
が
苫
小
牧
駅
前
東
側
の
用
地
を
国
鉄
清
算
事
業
団
よ
り
取
得、
苫
小
牧
進
出
を
発
表。

新
千
歳
空
港二
四
時
間
運
用
を
めぐ
り
苫
小
牧
市
地
域
協
議
会
が
九
四
億
円
の
騒
音
対
策
と
植
苗
地
区

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、
勇
払
地
区
に
運
動
公
園、
沼
ノ
端
地
区
に
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
の
建
設
等
の

地
域
振
興
策
に
同
意
す
る
。

市
営
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た
支
笏
湖
線
の
中
央バ
ス
へ
の
引
継
ぎ
式
を
サン
プ
ラ
ザ
前
で
行
う
。

第
八
編
年

表
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

年

平
成
六
年 号

西一
九
九
四 暦

月
日

式
を
行
う
。

苫
小
牧
港
西
港
晴
海
ふ
頭三
号
岸
壁
(一
七〇
m)
の
建
設
工
事
完
了
。

第
四三
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
年
ぶ
り
一三

度
目
の
優
勝。

市
消
防
本
部
に
高
規
格
救
急
車
配
備。

新
王
子
製
紙
(現
王
子
製
紙)
が
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ
で
三
年
ぶ
り
一三
度
目
の
優
勝。

苫
小
牧
市
交
通
部
が
全
国
初
の
試
み
と
し
て
市
営
バ
ス
車
体
に
カ
ラー
シ
ー
ル
の
広
告
を
施
し
た
バ
ス

を
市
内
路
線
に
走
ら
せ
る
。

苫
小
牧
港
西
港
漁
港
区
の
浮
き
桟
橋
が
完
成、
三月
三
日
から
供
用
開
始。

・
苫
小
牧
港
が
食
糧
庁
の
コ
メ
輸
入
港
に
追
加
指
定
さ
れ
る
。

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
五
、〇
〇
〇
m
で
山
本
宏
美
(駒
大
苫
小
牧
高
出
・
新

王
子
製
紙)
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得
。

錦
町
再
開
発
ビ
ル
「ト
ピ
ア
」
が
再
び
閉
鎖。

・
第
一三
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が
五
回
目
の
優
勝
。

・
一八
年
が
か
り
で
会
社
更
生
法
の
手
続
き
を
終
決
し
た
株
式
会
社
ホ
クシ
ー
が
新
た
な
第
一
歩
を
踏

み
出
す
。

苫
小
牧
川
の
埋
立
て
部
分
が
廃
川
と
な
る
(北
海
道
告示
第二
七
九
号)。

・
苫
小
牧
港
西
港
晴
海
ふ
頭
三
号
岸
壁
供
用
開
始、
利
用
岸
壁
は三

一カ
所
と
な
る
。

・
市
営バ
ス
が
支
笏
湖
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
売
却。

市
営
バ
ス
厚
真
線
廃
止。

・
苫
小
牧
市
が
福
祉
事
務
所
内
に
高
齢
化
対
策
室
を
新
設
。

明
野
小
学
校
が
開
校
(市
内
二
一
番
目
)。

市
民
文
化
公
園
の
彫
刻
の
道
に三
基
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
(第
一
弾)
を
設
置
。

・
住
吉
児
童
セン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。

で

き

ご

12
一九
九
三

.
6

市
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
、
志
方
カ
メ
ラ
前
か
ら
鶴
丸
百
貨
店
前
ま
で
の
二
一
〇
m
が
完
成、
完
成

平
成
五
年
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0
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平
成
六
年

一
九
九
四

国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
の
新
千
歳
空
港
二
四
時
間
運
用
問
題
が
決
着、
知
事
・
市
長
・
住
民
代
表
が
調
印。

駒
大
苫
小
牧
短
期
大
学
が
男
女
共
学
導
入
を
発
表
し
、
同
七
年
度
よ
り
実
施
。

苫
小
牧
市
の
初
の
公
募
型
指
名
競
争入
札
が
行
わ
れ
る。

苫
小
牧
市
が
社
会
福
祉
協
議
会
・
女
性
セン
タ
ー
の
正
式
名
称
を
「市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
愛
称
を

「ふ
れ
あ
い三
三
」
と
決
め
る
。

国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
に
伴
う
新
千
歳
空
港
の
二
四
時
間
運
用
ス
ター
ト。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ
ン
)
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
測
候
所
観
測
史
上
最
高
の
気
温三
三
・三
℃
を
記
録
(昭
和
二
一年
八
月
二
日
三
〇
・
九
℃)
。

連
日
の
猛
暑
で
苫
小
牧
市
の
一日
水
道
配
水
量
が
六
万
六
、〇
六
〇
t
と
記
録
更
新
。

J
R
錦
岡
駅
舎
の
内
部
全
焼
す
る
。

苫
小
牧
市
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
新
築
工
事
の
公
募
型
入
札
を
行
い、
戸
田
建
設、
岩
倉
建
設
、
菱
中
建

設
の
J
V
が
落
札。

丸
井
今
井
苫
小
牧
店
が
地
鎮
祭
を
行
う
。

苫
小
牧
港
西
港
の
中
央
ふ
頭
に
建
設
さ
れ
た
道
内
初
の
製
材
上
屋
が
供
用
開
始。

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
着
工
(総
工
費
約
五
一
億
円)。

苫
小
牧
市
が
個
人
情
報
保
護
制
度
懇
談
会
を
設
置。

苫
小
牧
市
が
カ
ル
チ
ャー
ス
ト
リ
ー
ト
を
汐
見
町
ま
で
延
長、
ふ
る
さ
と
海
岸
に
連
動
を
決
め
る
。

苫
小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
(社
会
福
祉
協
議
会
、
女
性
セン
タ
ー
の
複
合
施
設)
が
オ
ー
プ
ン
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
川
沿
支
店
が
オ
ー
プ
ン
、
市
内
一
六
カ
所
目
の
支
店。

8 7

苫
小
牧
市
社
会
福
祉
会
館
(旧
苫
小
牧
郵
便
局)
の
解
体
始
ま
る
。

樽
前
小
学
校
が
道
内
で
一
三
校
目
の
特
認
校
に
指
定
さ
れ
る
。

火
災
で
焼
失
し
た
J
R
錦
岡
駅
の
新
駅
舎
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
港
西
港
中
央
南
ふ
頭二
号
岸
壁
(二
四〇
m)
が
完
成
し
供
用
開
始、
沖
待
ち
解
消
へ。

苫
小
牧
駅
前
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
完
成
式
行
う
。

廃
川
と
な
っ
た
旧
苫
小
牧
川
跡
地
の
埋
め
戻
し
作
業
が
完
了
、
来
年
度
か
ら
緑
地
帯
整
備
へ。

駅
前
通
り
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
整
備
が
国
道
三
六
号
ま
で
の
全
線
八
〇
〇
m完
成。

・苫
小
牧
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
増
改
築
工
事
を
完
了
し
オ
ー
プ
ン
。

第
八
編
年
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月
日

市
長、
市
議
会
議
員
の
選
挙
運
動
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
が
市
議
会
で
可
決。

第
六
七
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
(イ
ン
カ
レ
)
が
苫
小
牧
市
で
開
幕
。

苫
小
牧
市
の
沼
ノ
端
鉄
北
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
全
日
本
選
手
権
で
新
王
子
製
紙
(現
王
子
製
紙)
が
四
連
覇三
〇
回
目
の
優
勝。

J
R
日
高
本
線
の
勇
払
地
下
歩
道
が
完
成、
開
通
式
を
行
う
。

第
四
四
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
二
年
ぶ
り
一
四

度
目
の
優
勝
を
飾
る
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
が
懸
賞
金
付
き
定
期
預
金
「歓
び
二
重
奏」
を
発
売。

第
一
五
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
和
光
中
学
校
が三
度
目
の
優
勝
。

沼
ノ
端
拓
勇
樹
林
地
区
(字
沼
ノ
端
二
一
六
番
地
外三
・二
か
)
が
新
た
に
市
自
然
環
境
保
全
地
区
に

指
定
。

第
一
四
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
が
六
回
目
の
優
勝
。

苫
小
牧
市
が
錦
岡
オ
ー
シ
ャ
ン
ヒ
ル
ズ
地
区、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
地
区
、
ザ
・
スプ
リ
ン
グ
高
丘
地
区
を

地
区
計
画
に
指
定。

・
苫
小
牧
市
が
個
人
情
報
保
護
条
例
制
定
。

苫
小
牧
市
立
総
合
病
院
が
神
経
内
科
を
新
設。

統
一
地
方
選
の
道
議
苫
小
牧
市
部
で
板
谷
實、
大
平
盛
雄、
橋
浪
蔵
が
当
選。

苫
小
牧
市
長
選
挙
に
現
職
の
鳥
越
忠
行
市
長
が
無
投
票
で三
選
決
ま
る
。

市
内
緑
ヶ
丘
公
園
金
太
郎
の
池
周
辺
の
施
設
に
大
型
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
(一二
〇
m)
が
初
登
場。

統
一
地
方
選
挙
第二
弾、
市
議
会
議
員
に三
六
議
席
に三
九
人
が
立
候
補、
投
票
率
は
史
上
最
低
の
六

三
・
七
%
。

苫
小
牧
港
が
米
の
輸
入
港
に
正
式
に
指
定
さ
れ
る
。

苫
小
牧
市
教
育
研
究
所
の
子
ど
も
相
談
電
話
「い
じ
め
一
一〇
番
」
が
ス
ター
ト。

苫
小
牧
市
助
役
二
人
制
が
復
活
す
る
。
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平
成
七
年

一九
九
五

苫
小
牧
市
議
会
が
大
学
誘
致
特
別
委
員
会
を
廃
止。

北
海
道
開
発
庁
が
苫
東
新
計
画
案
を
提
示
。

鳥
越
市
長
が
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
を
苫
東
に
す
る
考
え
を
表
明
。

苫
小
牧
市
個人
情
報
保
護
審
査
会
が
発
足。

苫
小
牧
市
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
。

第
一
七
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
の
啓
北
中
学
校
が
三
位
に
入
賞
。

北
海
道
開
発
庁
が
苫
東
新
計
画
を
決
定
。

新
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
が
清
水
町
に
新
王
子
球
場
完
成
。

丸
井
今
井
苫
小
牧
支
店
オ
ー
プ
ン
、
初
日三
万
人
が
来
店。

・
日
新
シ
ョ
ッ
ピン
グ
モー
ル
(第
二
種
大
型
店
)
が
着
工
。

若
草
町
へ
移
転
す
る
王
子
総
合
病
院
が
地
鎮
祭
を
行
う
。

・
苫
小
牧
糸
井
郵
便
局
が
苫
小
牧
し
ら
か
ば
郵
便
局
と
改
称。

超
高
速
船
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
(TSL)

実
験
船
が
苫
小
牧
港
西
港
に
初
入
港。

苫
小
牧
市
が
人
口
一
七
万
都
市
と
な
る
。
一七
万
人
目
は
本
野
翔
平
ち
ゃ
ん。

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
三
〇
周
年
を
記
念
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
ター
に
引
木
孝
夫
(ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
)

鈴
木
秀
太
(バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル)、

高
沢
秀
昭
(野
球)。

北
海
道
教
育
委
員
会
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
立
場
か
ら
入
試
合
格
者
発
表
は
番
号
の
み
と
決
定、
苫

小
牧
市
内
の
高
校
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

出
光
興
産
は
石
油
資
源
開
発
が
市
内
で
生
産
す
る
原
油
を
全
量
引
き
取
る
こ
と
に
合
意
。

苫
小
牧
東
部
開
発
が
苫
東
の
「工
業
基
地」
を
「開
発
地
域」
と
改
称。

・
旧
苫
小
牧
川
の
緑
地
整
備
事
業
に
着
手
。

豊
川
町
と
柏
木
町
間
の
「木
も
れ
び
の
道
」
全
線三
、二
六
〇
m
が
完
成。

糸
井
鉄
北
地
区
の
一部
に
住
居
表
示
実
施、
は
ま
な
す
町、
宮
の
森
町
が
誕
生。

ウ
ト
ナ
イ
湖
畔
の
ウ
ト
ナ
イ
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
が
閉
鎖
。

石
油
資
源
開
発
が、
あ
け
ぼ
の
試
掘
場
で
ガ
ス
産
出
に
成
功
。

道
立
苫
小
牧
病
院
が
新
築
オ
ー
プ
ン
、
呼
吸
器
系
専
門
病
院
と
な
る
。

苫
小
牧
中
央
訪
問
看
護
ステ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。

第
八
編
年
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

市
道二
条
通
り
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィー
道
路
と
し
て
今
年
度
分
五
二
三
mが
完
成。

苫
小
牧
市
カ
ル
チ
ャー
ス
ト
リ
ー
ト
事
業
の
今
年
度
分
国
道
から
二
一
〇
m完
成。

石
油
資
源
開
発
の
勇
払
鉱
場
(天
然
ガ
ス
生
産、
供
給
基
地)
完
成。

市
長
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
。

苫
小
牧
市
が
企
画
調
整
部
に
大
学
誘
致
推
進
室
を
新
設。

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
正
式
名
称
を
「白
鳥
ア
リ
ー
ナ
」
と
決
定
す
る
。

石
油
資
源
開
発
が
西
港
臨
海
部
の
天
然
ガ
ス
供
給
基
地の
勇
払
鉱
場
の
試
運
転
開
始
。

第
六
三
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
新
王
子
製
紙
が
五
連
覇三

一回
目
の
優
勝。

石
油
資
源
開
発
勇
払
鉱
場
が
苫
小
牧
産
原
油
を
出
光
興
産
北
海
道
製
油
所
へ
四
八
に
初
出
荷。

第
四
五
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
三
連
覇、

通
算
一
五
回
目
の
優
勝。

苫
小
牧
市
は
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
管
理、
運
営
を
財
団
法
人
苫
小
牧
市
体
育
協
会
に
委
託
す
る
方
針
を
明

ら
か
に
す
る
。

駒
澤
大
学
理
事
会
が
短
大
改
組
の
苫
小
牧
駒
澤
大
学
を
承
認。

第
一
五
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
が三
連
覇、
通
算
七
回
目

の
優
勝。

市
内
勇
払
の
書
店
で
経
営
者
の
妻
が
殺
さ
れ
る
。

樽
前
緑
樹
園
が
市
内
で
初
の
痴
ほ
う
性
老
人
専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
。

勇
払
の
書
店
経
営
の
主
婦
殺
人
容
疑
で
市
内
中
学
三
年
男
子
を
逮
捕、
教
育
界
に
衝
撃。

苫
小
牧
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
等
市
民
委
員
会
が
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
構
想
を
ま

と
め、
二
一
日
に
市
長
へ
答
申。

石
油
資
源
開
発
が
天
然
ガ
ス
生
産
供
給
基
地
「勇
払
鉱
場」
の
竣
工
式
行
う
。

ネ
ー
ピ
ア
親
善
訪
問
団
・
音
楽
交
流
団
が
ネ
ー
ピ
ア
・ミ
ュ
ー
ニ
シ
バ
ル
シ
ア
タ
ー
で
親
善
演
奏
会
を

開
く
。

と
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平
成
八
年

一九
九
六

旧
苫
小
牧
川
跡
地
に
散
策
路
と
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
完
成
(九
五
年
度
分)。

・
樽
前
山
の
噴
火
に
備
え
覚
生
川
第
三
号
砂
防
ダ
ム
の
セ
ル
(円
筒)
工
事
完
成。

新
王
子
製
紙と
本
州
製
紙
が
一〇
月
一
日
を
め
ど
に
合
併
す
る
と
発
表、
新
会
社
名
は
「王
子
製
紙」

・
市
内
本
町
の
公
設
市
場
「本
町
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
」
が
閉
鎖。

・
昭
和
三
九
年
九
月
開
館
の
室
内
ス
ケ
ー
ト
場
の
「岩
倉
体
育
館」
が
役
目
を
終
え
て
閉
館。

大
成
こ
ど
も
交
流
館
が
開
館。

・
苫
小
牧
市
な
ど
胆
振
東
部
一市
六
町
が
「災
害
時
広
域
相
互
応
援
協
定」
に
調
印。

苫
小
牧
市
勇
払
下
水
処
理
場
の
管
理
本
館
が
完
成。

苫
小
牧
市
と
八
王
子
市
、
日
光
市
の
姉
妹
都
市
が
災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結。

苫
小
牧
市
体
育
協
会
が
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
管
理
運
営
の
受
託
承
認
を
道
教
育
委
員
会
か
ら
受
け
る
。

記
録
的
な
ド
カ
雪
に
見
舞
わ
れ
た
苫
小
牧
の
今
年
度
の
総
降
雪
量
は
一
八
三
[。

新
千
歳
空
港
B
滑
走
路
(約
半
分
が
苫
小
牧
行
政
区
域)
が
供
用
開
始。

・
日
新
シ
ョ
ッピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
第
一
弾
と
し
て
「B
ー
T
O
P
」
開
店
。

苫
小
牧
市
史
編
集
事
業
に
着
手
、
市
史
編
集
事
務
局
を
中
央
図
書
館
内
に
開
設
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
が
自
動
変
速
機
五
〇
万
基、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
一五
〇
万
本、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
一
〇
万
台
の
生
産
を
達
成
し
節
目
を
祝
う
。

・
札
幌
南
警
察
署
が
苫
小
牧
市
内
の
女
子
中
学
三
年
生
を
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
。

通
産
省と
建
設
省
が
二
一
世
紀
活
力
圏
創
造
基
本
計
画
で
苫
小
牧
地
域
を
認
定
。

第
二
三
回
緑
ヶ
丘
公
園
ま
つ
り
が
緑
ケ
丘
公
園
から
金
太
郎
池
周
辺
に
会
場
を
移
し
て
開
催。

苫
小
牧、
千
歳、
恵
庭
の三
市
が
「災
害
時
相
互
応
援
協
定」
調
印。

苫
小
牧
市
水
道
部
が
「お
いし
い
水
の
見
学
会
」
を
行
い、
市
民
一
五
〇
人
が
参
加。

苫
小
牧
市
の
住
宅
マス
ター
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
が
発
足
。

苫
小
牧
市
学
校
適
応
指
導
室
「あ
お
ば
学
級」
が
旧
市
長
公
宅
に
開
設
。

テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
(TSL)

事
業
化
支
援
調
整
委
員
会
が
発
足
。

苫
小
牧
市
の
駒
澤
大
学
への
支
援
額
五
三
億
円
で
駒
大
側
と
基
本
合
意
。

苫
小
牧
市
行
政
改
革
推
進
懇
話
会
(鈴
木
祥
且
委
員
長
)
が
発
足
。

苫
小
牧
市
の
新
霊
葬
場
が
総
工
費
一
九
億
円
の
道
内
三
番
目
の
規
模
で
着
工
。

第
八
編
年
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で

苫
小
牧
市
議
会
が
苫
小
牧
駒
澤
大
学
設
置
に
関
す
る
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決。

苫
小
牧
市
の
新
ご
み
処
理
施
設
が
沼
ノ
端
地
区
で
着
工、
総
事
業
費
一六
九
億
円。

・
駒
澤
大
学
が
「苫
小
牧
駒
澤
大
学」
開
学
を
正
式
決
定、
学
長
予
定
者
は
大
久
保
治
男
(大
学
設
置

準
備
委
員
長
)。

新
千
歳
空
港
の
二
四
時
間
運
用
に
伴う
地
域
振
興
基
金
の
平
成
八
年
度
分
の
配
分で
苫
小
牧
は
一、三

〇
〇
万
円
と
決
ま
る
。

苫
小
牧
市
が
「0
-
1
5
7
苫
小
牧
市
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置。
九
月三
〇
日
解
散。

被
爆
地
広
島
へ
小
中
学
生
派
遣
団
八
人
が
出
発、
三
一
日
ま
で
。

苫
小
牧
市
と
駒
澤
大
学
が
「苫
小
牧
駒
澤
大
学
」
開
学
協
定
書
に
調
印。

丸
井
今
井
苫
小
牧
支
店
が
「苫
小
牧
店
」
と
改
称。

第
六
七
回
都
市
対
抗
野
球
で
新
王
子
製
紙
苫
小
牧
が
ヤ
マ
ハ
(浜
松
市)
に
初
戦
敗
退
。

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
完
成
オー
プ
ン
、
総
工
費
五
一
億
円。

・
苫
小
牧
市
都
市
景
観
委
員
会
(上
田
陽三
座
長)
が
発
足
。

新
千
歳
空
港二
四
時
間
運
行
対
策
事
業
の
勇
払
地
区
の
「友
だ
ち
公
園」
が
完
成。

王
子
製
紙
軽
便
鉄
道
「山
線」
が
四〇
年
ぶ
り
に
帰
郷
(五
日
に
帰
還
式
行
なう
)。

九
月
一
日
に
発
生
し
た
市
内
西
部
地
区
の
水
道
水
異
臭
問
題
で
液
体
肥
料
の
投
棄
が
原
因
と
判
明、
市

は
給
水
車
を
緊
急
配
備
。

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
三
〇
周
年
記
念
式
典
を
総
合
体
育
館
で
行
う
。

新
王
子
製
紙と
本
州
製
紙
が
合
併
し
新
生
「王
子
製
紙」
が
誕
生。

苫
小
牧
市
議
会
が
駒
澤
大
学
財
政
支
援
の
資
金
確
保
の
た
め
法
人
市
民
税
ア
ッ
プ
を
可
決、
平
成
九
年

二
月
の
事
業
年
度
か
ら
一
〇
年
間
で
実
施。

錦
多
峰
川
上
流
と
下
流
の
市
取
水
場
を
結
ぶ
導
水
管
延
長
工
事
が
完
了
。

鳥
越
市
長
が
中
国
・
秦
皇
島
市
か
ら
帰
苫、
友
好
都
市
締
結
へ
の
覚
書
を
趙
市
長
と
交
わ
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

と

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)
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平
成
八
年
|一
九
九
六

苫
小
牧
観
光
協
会
が
苫
小
牧
を
全
国
に
P
R
す
る
た
め
観
光
大
使
(四
一人
)
制
度
を
設
け
る
。

苫
小
牧
港
の
港
区
名
称
を
汐
見
、
静
川、
勇
払、
真
古
舞
など
古
い
地
名
を
取
り
入
れ
た
港
区
名
と
す
る
。

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
が
平
成
八
年
度
北
海
道
文
化
奨
励
賞
を
受
け
る
。

・
苫
小
牧
信
用
金
庫
の
新
館
完
成、
総
工
費
約
一七
億
五、〇

〇
〇
万
円。

苫
小
牧
市
が
錦
多
峰
川
の
水
質
調
査
結
果
を
発
表、
環
境
基
準
を
クリ
ア
。

「苫
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇
話
会
21」
(今
野
豊
代
表
)
が
発
足
。

水
道
水
異
臭
事
件
で
廃
棄
物
違
法
の
疑
い
で
肥
料
製
造
会
社
社
長
ら
四
人
逮
捕。

道
南バ
ス
の
新
千
歳
空
港
線の
空
港
発
最
終
便
に
午
後
一
〇
時
五
分
発
を
新
設
す
る。

苫
小
牧
市
が
沼
ノ
端
新
ご
み
処
理
場
の
着
工
安
全
祈
願
祭
を
行
う
。

市
内
中
心
繁
華
街
の
市
道
二
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
(景
観
整
備
事
業
)が
完
成
(延
長
五
一
八
m)

し
開
通
式
を
行
う
。

苫
小
牧
駅
前
交
通
広
場
の
整
備
工
事
が
完
了
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
新
設。

地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
四
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
「シ
シ
ャ
モ
・
チ
ッ
プ
寿
司」
が
姿
消
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
汐
見
大
通
り
、
科
学
セン
タ
ー
前
ま
で
完
成。

市
が
平
成
七
年
度
の
ゴ
ミ
排
出
量
が
初
め
て
一〇
万
ト
ン
を
突
破
し
た
と
発
表
。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
が
校
舎
地
鎮
祭
を
行
な
う。

全
天
候
型
遊
戯
施
設
フ
ァン
タ
ジ
ー
ド
ー
ム
閉
園。

山
中
(旧
姓
山
本
)
宏
美
に
女
性
初
の
市
ス
ポー
ツ
マ
ス
タ
ー
称
号
を
授
与
。

苫
小
牧
港
西
港
の
水
面
貯
木
場
の
埋
め
立
て
完
了
。

第
四
六
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
四
連
覇、
一六

回
目
の
優
勝。

苫
小
牧
港
が
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
(TSL)

の
実
験
研
究
港
に
決
ま
る
。

第
一
七
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
苫
小
牧
東
中
学
校
が
初
優
勝。

苫
小
牧
市
情
報
制
度
懇
話
会
(中
澤
啓
次
座
長)
発
足
。

第
一
六
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で、
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
が
四
年
連
続
八
度
目
の

第
八
編
年
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の
落
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を
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う
。



年平
成
九
年

一九
九
七

4 3

9 9 8

777777 77 6 6

6 6
.
7

6
.
3

5
・
4
.
5 4

4
・
2

1271282710 302018

1 1 10
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
を
推
進
す
る
官
民
組
織
「と
ま
こ
ま
い
市
制
五
〇
周
年
実
行
委
員
会
」
設
立。

苫
小
牧
市
文
化
財
保
護
委
員
会
が
発
足。

市
糸
井
清
掃
セン
タ
ー
の
「苫
小
牧
市
資
源
化
施
設
」
の
開
所
式、
稼
働
開
始。

・
苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
(公
民
館)
が
着
工
。

第
六
八
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
出
場
の
王
子
製
紙
は
一
回
戦
で
明
治
生
命
に
敗
れ
る
。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
の
露
天
風
呂
「
樽
前
温
泉」
が
オ
ー
プ
ン
。

石
油
資
源
開
発
が
西
港
臨
海
部
の
清
水
鋼
鐵
苫
小
牧
製
造
所
へ
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
完
成
式
を

行
な
う
。

植
苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
行
な
う
。

8
宇
宙
開
発
事
業
団
が
養
鶏
場
の
ヒ
ナ
大
量
死
に
と
も
な
い
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
実
験
を
断
念。

苫
小
牧
市
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

苫
小
牧
市
・
ネ
ー
ピ
ア
市
姉
妹
都
市
音
楽
交
流
実
行
委
員
会
発
足
。

1722

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

号
西

暦
月
日

苫
小
牧
オー
ト
リ
ゾ
ー
ト
(ア
ル
テ
ン
)
で
温
泉
(四
九
度)
を
掘
り
当
て
る
。

苫
小
牧
市
消
防
署
の
「消
防
緊
急
シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働
開
始。

・
苫
小
牧
市
花
卉
市
場
オ
ー
プ
ン
。

・
苫
小
牧
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始。

・市
は
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
ス
タ
ー
ト
。

・
日
新
児
童
セ
ン
タ
ー
開
館
。

勇
払
下
水
処
理
セン
タ
ー
の
通
水
式
行
い、
供
用
開
始。

・
新
王
子
総
合
病
院
の
竣
工
式
行
う
(六
日
よ
り
業
務
開
始)。

苫
小
牧
港
西
港
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
第
一
船
が
入
港
し
供
用
開
始。
二
一
日
完
成
式
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
が
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「支
笏
の
秘
水」
を
発
売
開
始
。

市
制
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
緑
ケ
丘
展
望
台
の
工
事
始
ま
る
。

胆
振
支
庁
の
出
張
窓
口
が
市
役
所
二
階
に
設
け
ら
れ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
を
開
始
(週
二
回)。

植
苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
一
部
オ
ー
プ
ン
。

で
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平
成
九
年
一
九
九
七

苫
小
牧
駒
澤
大
学
の
上
棟
式
行
な
う
。

駅
前
交
通
広
場
再
整
備
で
市
が
保
管
し
て
い
た
「緑
の
環
」
が
一
年三
カ
月
ぶ
り
に
建
立
さ
れ
る。

苫
小
牧
駅
前
広
場
の
ロー
タ
リ
ー
が
供
用
開
始
。

新
高
丘
霊
葬
場
が
オ
ー
プ
ン
(一
〇
月
二
五
日
落
成
式)。

苫
小
牧
市
消
防
本
部
に
救
急
救
命
士
第
一
号
が
誕
生。

市
道
糸
井
西
通
り
の
立
体
交
差
「か
わ
ぞ
え
跨
線
橋」
が
開
通。

3
旧
高
丘
霊
葬
場
の
霊
拝
観
音
堂
が
解
体
さ
れ
る
。

苫
小
牧
駅
前
広
場
の
完
成
式
と
モニ
ュ
メン
ト
の
除
幕
式
を
行
な
う
。

市
は
水
道
水
異
臭
問
題
で
錦
多
峰
取
水
場
か
ら
取
水
す
る
水
に
安
全
宣
言
を
行
な
う
。

文
部
省
が
苫
小
牧
駒
澤
大
学
を
正
式
認
可。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
・
科
学
セ
ン
タ
ー
～
東
中
学
校
間
完
成。

第
七
〇
回
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッジ
開
幕
。
(七
日
ま
で
)

第
四
七
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
五
連
覇。

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
水
位
維
持
の
た
め
の
勇
払
新
水
路
通
水
開
始。

苫
小
牧
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
策
定
懇
話
会
が
市
長
に
報
告
書
を
提
出
。

長
崎
屋
(旧
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ド
ー
ム
改
装)
オ
ー
プ
ン
。

第
一
七
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が
五
連
覇
九
度
目
の
優
勝
。

日
高
自
動
車
道
・
苫
東
道
路
(苫
東
I
C
～
沼ノ
端
I
C
四
』)
が
開
通。

明
野
新
町
に
苫
小
牧
ナ
ナ
カ
マ
ド
郵
便
局
が
開
局。
(一
九
局
目
の
特
定
局
)

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
か
ら
小
・
中
学
校
の
焼
却
炉
を
廃
止。
(五
月
連
休
明
け
に
全
廃
)

・
苫
小
牧
市
が
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モニ
ー
を
行
な
う
。

・
市
営
バ
ス
が
苫
小
牧
駒
澤
大
学
へ
の
乗
り
入
れ
で
大
幅
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
な
う
。
ま
た、
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
使
用
を
始
め
る
。

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
が
新
ホ
テ
ル
名
を
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
と
発
表
。

甲
子
園
選
抜
大
会
に
出
場
の
苫
小
牧
東
高
校
が
浦
和
学
院
に
初
戦
で
敗
れ
る
。

緑
陵
中
学
校
開
校
(市
内
一
四
番
目)。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
開
学
し、
入
学
式
行
う
(二
八
八
人、
留
学
生
七
人)。

第
八
編
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年平
成
一〇
年

一
九
九
九

一九
九
八

号
西

暦
月

日

苫
小
牧
市
は
保
健
福
祉
部
に
介
護
保
健
事
務
局
を
設
置
。

拓
銀
が
苫
小
牧
東
出
張
所
を
閉
鎖。

苫
小
牧
市
が
第
四
次
基
本
計
画
を
策
定
。

新
千
歳
空
港
の
早
朝・
深
夜
の
旅
客
便
問
題
で
関
係
地
域
住
民
が
受
け
入
れ
に
合
意。

苫
小
牧
大
学
誘
致
期
成
会
が
苫
小
牧
駒
澤
大
学
開
学
で
目
的
を
達
成
し
解
散。

日
高
自
動
車
道
の
沼
ノ
端
I
C
～
厚
真
I
C
間
一五
・
七
』
開
通
。

緑
ケ
丘
公
園
展
望
台
(高
さ
四
六
メ
ー
ト
ル、
市
制
五
〇
周
年
記
念
塔)
の
一
般
開
放
開
始。

東
胆
振
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会
発
足
(会
長
鳥
越
市
長)。

拓
銀
の
破
綻
に
伴
い
苫
小
牧
市
の
指
定
金
融
機
関
に
苫
小
牧
信
用
金
庫
が
市
議
会
で
議
決。

苫
小
牧
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
行
い
、
中
国
秦
皇
島
市
と
国
際
友
好
都
市
盟
約
締
結。

ぼ
い
捨
て
防
止
条
例
施
行
。

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
セ
ン
タ
ー
が
落
成
式
を
行
な
う
。

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「ミ
ー
ル
」
の
一
般
公
開
開
始。

第
四
回
ラ
ム
サー
ル
条
約
登
録
湿
地
関
係
市
町
村
会
議
を
苫
小
牧
市
で
開
催。

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
行
う
。

北
海
道
拓
殖
銀
行
閉
店、
北
洋
銀
行
に
営
業
譲
渡、
旧
拓
銀
苫
小
牧
支
店
等
引
き
継ぐ
。

新
生
北
洋
銀
行
ス
タ
ー
ト、
苫
小
牧
中
央
支
店
等
営
業
開
始。

す
ず
ら
ん
通
り
の
再
整
備
事
業
完
成
し
開
通
式
行
う
。

カ
ル
チ
ャー
ス
ト
リ
ー
ト
が
末
広
通
り
ま
で
完
成
し
、
全
面
開
通
す
る
。

道
が
F
A
Z
第
二
弾
計
画
を
正
式
に
中
止
決
定
。

苫
小
牧
市
消
防
本
部
に
レ
ス
キ
ュー
隊
発
足。

第
四
八
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
駒
大
苫
小
牧
高
が
六
連
覇
一八
回

公
設
音
羽
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
閉
店
。

目
の
優
勝
。

市
立
総
合
病
院
改
築
検
討
懇
話
会
が
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
改
築
と
の
中
間
答
申
書
を
市
長
に
提
出
。
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平
成
一
一年

一九
九
九

苫
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
検
討
会
発
足。

苫
小
牧
市
が
ゴ
ミ
収
集
体
制
を
旧
苫
小
牧
川
で
東
西
に
分
割
し
て
業
務
を
開
始。

苫
小
牧
港
東
港
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成
式
行
う
。

第
一
八
回
全
日
本
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
選
手
権
大
会
で
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
が
六
連
覇、

一〇
度
目
の

優
勝
。

鳥
越
市
長
が
条
件
付
で
新
千
歳
空
港
の
滑
走
路
延
長
を
容
認。

苫
小
牧
市
で
も
地
域
振
興
券
の
使
用
開
始
(九
月
十
九
日
ま
で
)。

苫
小
牧
市
情
報
公
開
審
査
会
が
初
会
合
開
く。

苫
小
牧
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
が
発
足。

市
は
北
海
道
エ
ア
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
自
己
破
産
に
伴
い
出
資
金
を
放
棄、
派
遣
職
員
引
き
上
げ
る
。

・
苫
小
牧
市
の
市
制
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
閉
幕
式
行
う
。

沼
ノ
端
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
苫
小
牧
オ
ー
プ
ン
。

・
沼
ノ
端
児
童
セ
ン
タ
ー
が
開
館。

統
一
地
方
選
の
道
議
苫
小
牧
市
部
で
板
谷
實
、
沖
田
龍
児、
遠
藤
連
が
当
選
。

苫
小
牧
市
長
選
で
鳥
越
忠
行
市
長
が
無
投
票
で
四
選。

統
一
地
方
選
の
苫
小
牧
市
議
会
議
員
選
挙
に
四
〇
人
が
立
起、
三
六
人
当
選
。

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュー
王
子
が
オ
ー
プ
ン
。

千
歳
川
流
域
治
水
対
策
検
討
委
員
会
が
総
合
治
水
対
策
を
柱
と
す
る
提
言
書
を
知
事
に
提
出。

モ
ー
ラ
ッ
プ
新
樽
前
荘
オー
プ
ン
(二
九
日
完
成
式
)。

苫
小
牧
港
東
港
の
フ
ェ
リ
ー
(苫
小
牧
‒‒敦

賀
)
運
航
開
始。

第
七〇
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
が
一回
戦
で
東
芝
に
破
れ
る
。

市
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
促
進
特
例
融
資
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

苫
東
厚
真
発
電
所
四
号
機
の
起
工
式
行
う
。

苫
小
牧
市
消
防
本
部
の
女
性
消
防
団
発
足。

第
八
編
年

表

10109 88 7765444 4 33 3 3 3 2 2 2 1
• . .
4 1 82011302581 318251811 1

•

3125232018 285 129

7
.
30

7
.
55
新
会
社
「株
式
会
社
苫
東
」
が
登
記
手
続
き
を
終
え
設
立
(八
月二
日
入
社
式
)。

ふ
る
さ
と
海
岸
の
一般
利
用
を
開
始
す
る
。

苫
小
牧
市
介
護
認
定
審
査
会
発
足
。
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年平
成
一
一年 号

二
〇
〇

一
九
九
九 暦

121010108 8 121212 1110
• •

212423102822 2012 211311 305

月
日
苫
小
牧
市
住
居
表
示
整
備
審
議
会
(第
一
五
次
・
中
澤
啓
次
会
長
)
が
発
足。

市
立
総
合
病
院
改
築
検
討
懇
話
会
は
移
転
新
築
が
必
要
と
結
論
づ
け
、
オ
ー
ロ
ラ
球
場
跡
地
など
三
候

補
あ
げ
て
市
長
に
答
申
書
を
提
出
す
る
。

市
科
学
セ
ン
タ
ー
の
「ミ
ー
ル
館」
オ
ー
プ
ン
。

千
歳
信
用
組
合
が
北
央
信
用
組
合
(本
店
札
幌
市)
と
統
合
し
、
市
内
支
店
は
そ
の
傘
下
と
な
る
。

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
野
球
部
が
経
営
上
から
平
成
一
二
年
八
月
ま
で
に
春
日
井
工
場
野
球
部
に
統
合

し
廃
部
が
決
ま
る
。

鶴
丸
百
貨
店
が
ビ
ッ
ク
・
ジ
ョ
イ
(旧
ト
ピ
ア)
の
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
店
を
発
表。

沼
ノ
端
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
、
記
念
行
事
と
し
て
市
内
中
学
選
抜
チ
ー
ム
と
カ
ナ
ダ
中
学
生

チ
ー
ム
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
試
合
を
行
な
う
。

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
。

苫
小
牧
ス
テ
ー
シ
ョン
ビ
ル
が
J
R
直
轄
と
な
り
、
ス
テ
ー
シ
ョン
ビ
ル
(株)は

解
散
す
る
。

ビ
ッ
ク
・
ジ
ョ
イ
(旧
ト
ピ
ア
)
オ
ー
プ
ン
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
道
比
例
区
で
岩
倉
博
文
が
当
選
。

廃
部
す
る
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
野
球
部
が
第
七
一
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場、
五
〇
年
の
歴
史

に
花
添
え
る
。

一
条
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一部

(一
丁
目
)
が
撤
去
作
業
を
開
始。
(三
〇
日
作
業
終
了
)。

市
内
二
二
番
目
の
小
学
校
と
し
て
「拓
勇
小
学
校」
の
新
設
決
ま
る。

苫
小
牧
東
部
開
発
市
民
懇
話
会
が
発
足。

姉
妹
都
市
二
〇
周
年
記
念
苫
小
牧
市
民
訪
問
団
が
ネ
ー
ピ
ア
市
に
到
着。

胆
振
東
部
六
農
協
が
合
併
し、
「と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合」
と
な
る
。

苫
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
ス
タ
ー
ト
。

と

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

で

き

ご

平
成
一
二
年

西
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	第八編　年表（昭和五十二年以降）

